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  第一章 十字架についての新たな理解


  これに関して特に私たちの前にあるのは士師記です。時として私たちはこの書のことを、全聖書の中で最も悲劇的な書である、と思ってきました。これがそうなのかどうか、私にはあまり確信がありません。おそらく、マラキ書についてもそうかもしれませんが、士師記は全聖書の中で最も悲劇的な書であることは確かです。それは失敗と徹底的弱さの書です。


  この書の内容は、おそらく、霊的弱さを全聖書の中で最も完全に啓示・提示するものです。私たちはこの弱さに関する書を見ることによって霊の力の秘訣を学ぶことにします、弱さの原因を理解することにします。ご存じのように、この書は歴史のかなりの期間を網羅します。それは神の民の三百年の生活を示します。この三百年間は、あわれみによる主の二、三の介入（それらは暗い歴史の中の明るい点です）がなければ、神の民の間の霊的に最も哀れな年月でした。そこには明るい点もあります。私たちは熱心にそれらの点を理解してきました。ギデオンは麗しいですが、あまりにも欠け目があります。デボラは偉大ですが、長く続きません。最大の士師であるサムソンに至るまでに、他の人々もいます。サムソンで最後に達しますが、それが告げるところは自明です。


  この書の中の歴史的な文字どおりの状態は、霊的意義の象徴的示唆に満ちています。この書を読みながら、これらの状態に注目する必要はないでしょう。この書の一つの特徴が弱さと失敗であることはわかります。飢餓の状況が存在しました。哀れなギデオン！彼は壁の後ろの一角で小麦を打っています。主の民の食物を隠れた場所にしまわなければなりません。さもないと、ミデアン人の目に触れて、奪われてしまいます。この食糧問題は確かにとても厳しいものでした。


  主の民の戦力は鍛冶職人のペリシテ人によって損なわれ、彼らは戦うためのどんな武器も造ってはなりませんでした。イスラエルに戦う力は全くなく、この一般的情勢に抗うことも全くできませんでした。ここに弱さがあります。さて、私たちはその理由を知りたいと思います。その原因は何でしょう？もちろん、士師記がヨシュア記に続くというきわめて陳腐に思われる観察をするなら、この問いに対する全く包括的な答えが得られます。表面上、これはあなたにあまり多くのことを伝えないかもしれません。ヨシュアはどのような人物だったのでしょう？ヨルダン川を渡った民は、神が自分たちに与えられるものに関して、確信しきっていました……彼らには恐れるものは何もなく、疑う理由も何もありませんでした。むしろ、彼らがその地に入る前に、カナン人の気力はすでに失せていました。主が彼らと共におられ、主は彼らの手にその地をお与えになりました。彼らに必要なのは、勝利の信仰を行使して、主が確保された地位に完全につくことであり、すでになされた事柄の効力に基づいて、主とその民の敵対者である他のすべての住人たちから奪うことでした。


  しかし、ある命令が常に繰り返されましたが、この命令がこの征服の支配的特徴であり要素でした。その命令とは、彼らは完全に征服すべきこと、そして、この征服を邪魔するものをすべて滅ぼすべきことでした。これは主が彼らに対して大いに明確にされたことであり、彼らは進み続けて、その道中、神に敵対するものを何も残してはなりませんでした。そのようなものを滅ぼし尽くすことは、絶対的・完全・決定的なものでなければなりませんでした。そして、彼らがこの命令に従って進んでいる間、何ものも彼らの道に立ちはだかれませんでした。神は彼らと共にあり続け、力が彼らの不変的所有・特徴でした。「中に入り、上にのぼって、これらの諸国民をすべて完全に滅ぼしなさい」――これがヨシュア記でした。


  士師記が続きます。士師記一・十九を見ると、「主がユダと共におられたので、ユダはその山地の住民を追い出したが、低地の住人たちは鉄の戦車を持っていたので、これを追い出せなかった」とあります。主はできるかぎり彼と共におられました。主はできるかぎり私たちと共にいてくださいます。以下の御言葉を見てください。


  「低地の住人たちは鉄の戦車を持っていたので、彼はこれを追い出せなかった。」（一・十九）


  「ベニヤミンの子たちはエルサレムに住んでいたエブス人を追い出さなかった。」（一・二一）


  「マナセはベテシャンの住人たちを追い出さなかった。」（一・二七）


  「彼らはカナン人を労働に服させ、彼らをことごとくは追い出さなかった。」（一・二八）


  「エフライムもカナン人を追い出さなかった。」（一・二九）


  「アセルもアッコの住人たちを追い出さなかった。」（一・三一）


  「彼らは彼らを追い出さなかった。」（一・三二）


  「ナフタリもその住人たちを追い出さなかった。」（一・三三）


  「そしてアモリ人はダンの子らを山地に追い込んだ。」（一・三四）


  九回、彼らは彼らを追い出さなかった、追い出せなかった、と述べられています。これがこの書の概要です。


  なぜ彼らは彼らを追い出せなかったのでしょう？神にはそれができなかったからでも、主が彼らのためにその地を確保されなかったからでも、その契約を主の側が破られたからでもありません。さらに読み進むと、この最初の章はそれに続く諸章の要約であることがわかります。それは後の歴史を要約の形でまとめたものであり、さらに読み進むと、これらの「できなかった」はすべて弱さを物語るものであることがわかります。それは彼らがその地の人々と妥協した結果だったのです。彼らは彼らと一種の混合状態に陥りました。彼らは彼らのことを完全に滅ぼすべきものと見なすのをやめてしまいました。そして、妥協することによって同じものを得ることができる、と考えました。そして、その地で妥協して、自分たちの妥協によって弱くなったため、その地の外からの敵が彼らを見つけて、ペリシテ人や他の人々が彼らを制圧しました。


  私たちは今日、霊的に、士師記の状況の中に生きています。弱さと失敗の状態があり、敵は追い出されていません。主の民が周囲の勢力に対して霊的に完全な優位に立たないかぎり、状況は不自由で麻痺した敗北の状態のままです。私が述べているのは一般論です。食物の問題はとても厳しく、今日、壁の後ろの狭い隠れた場所でしか霊的食物を見いだせません。これは全般的なことではありません。ここに言わばギデオン党がいて、秘密裏にすべての食物を貯蔵しています。そして、それを探し出さなければなりません――今日それを至る所に見いだすことはできません。この食物の問題は霊的にとても厳しい問題です。私たちは使徒行伝の状態の中にはありません！私たちは使徒時代以下の時代にいます。


  ヨシュア記には、生きているあいだ諸事を神にしたがって維持した偉大な指導者たちが登場します。彼らが死に、ヨシュアが死に、カレブが死んだ時、士師たちの時代になりました。神のために諸事を保つことに関して、かなり低く劣った水準になります。使徒たちは生きているあいだ諸事を神のために保ちました。彼らが去った時、状況は悪化しました。神のために何かを回復する何らかの務めをここかしこに神が起こされるのはたまにしかありませんでしたし、今もたまにしかありません。そして、それが過ぎ去ると神は別の何かを起こされますが、それもまた過ぎ去って行きます。


  もう一つは次の点です。すなわち、この人々がある時点で主が必要としておられることを行って神と共に道を進み通すことに失敗した時――妥協し、自分たちの水準を引き下げ、受け入れることを神が決して意図されなかったものを受け入れ、それらの事柄が残ったり入り込んだりするのを許し始めた時――その時以降、主は敵を全く追い払われなかったのです。主は「これらすべての諸国民を滅ぼせ、というわたしの言葉にあなたが従わなかったので、彼らはいつまでも残って、あなたの脇腹のとげとなる」と言われました。ですから、この期間全体を通して、完全な除去はなされません。むしろ、主はこれらのものを残されました。第一に、一方において、彼の民全般の不忠信さに対する証しとしてであり、他方において、特別な民の忠信さを試すものとしてです。彼らの存在は、全般的に神の民は不忠信だったことを表しました。彼らの存在は、他方において、主の特別な民の何人が忠信であるのかを試すものとなりました。ですから、三万二千人の中から選ばれたギデオンと三百人がいます。他の人々には最後まで進み通す気がありません。士師記の時代、神がご自身の偉大な勝利を獲得されるのは、妥協した一団の人々によってではなく、彼と共に最後まで進み通す幾人かの人々によってです。今日、私たちはこのような状態の中にあるのではないでしょうか？これに疑問の余地があるとは私は思いません。今日のような背景全体は、霊的に、妥協による弱さを表しています。今は小さな事柄の時代であり、主と共に最後まで進み通そうとするときに力を得る時代です。


  弱さの秘訣は妥協であり、力の秘訣は神のみこころへの徹底的明け渡しです。これはヨシュア記を数語で要約したものです。すでに述べましたが士師記はヨシュア記に続くものであり、これがその鍵です。


  ラオデキヤにある教会へのメッセージを私たちは読みました。それはキリスト教の経綸の最終局面の一般的状況を示している、と私たちは信じています。これらのメッセージや状態は、キリスト教時代にわたる教会史の異なる期間を表している、というあの解釈を私たちは受け入れます。ラオデキヤは諸々の状態の最終局面、最終段階を表しています。ラオデキヤが妥協したことを示しているのは何でしょう？なまぬるさです。二つのものを容れようとしてその真の性格を失うことです。「わたしは愛する者たちを叱ったり懲らしめたりする」目的は、彼らをこの妥協した状態から引き出すためであり、彼らが勝利する者たちになるためです。


  妥協の時代にあって、主は妥協から抜け出して絶対的優位の状態に至るものを求めておられます。士師記の最後には再び、「王はなく、人々はおのおの自分たちの目に正しいことを行った」とあります。そこには妥協があり、主権・統治・力に対する拒絶がありました。妥協から抜け出しなさい、なぜなら神から出ているものはすべて御座へと導くからです。


  主が今日求めておられるものは明白です。ラオデキヤと士師記は、同じ原因から生じた状態として、共に進みます。どの章もこれらの事柄でいっぱいです。第一章を見てください。イスラエルの諸部族と、彼らに対する主の御旨について述べられています。この一覧にある名はどれもある霊的原則を表しています。次に、諸国民の名がこの書の中にあり、それらは一組の対立する諸原則を表しています。（これらの名の意味は自分で調べてください。）これらの諸国民が表しているそれらの霊的原則がその地で優勢になった時、それは妥協のせいでした。次に、外部からの侵略軍への扉が開かれ、バビロン捕囚への最初の示唆を私たちは見いだします。王たちの一人が遠方から来て、ここでこの人々を征服しました。この王はアラムから来ました。まさにバビロン捕囚の発端だったこの地は、士師記と関係していたのです。


  主が最終的に必要としておられたのはレムナントでした。衰退と挫折の時代にあって、主はその中から何かを得ようとしておられます。それは全く彼ご自身のためのものであり、彼ご自身からのものです。これが主がなそうとしておられることです。ついにはペンテコステ的状態が戻ってくることを、あなたは祈り、望み、期待しているのでしょうか？あなたは自分の時間を浪費しています。使徒行伝が繰り返されることは決してありません。そのようなことが起きるのを多くの人々は期待しています。そのようなことは起きません。それを期待する根拠は神の御言葉の中にありません。士師記の状況は、神が証しのために敵を残しておかれるというものです。その証しは神の民の不忠信に対するものです。次に、彼は何かを獲得され始めます。それは全く彼ご自身のためのものであり、そのような状況のただ中における勝利に対する彼の証しです。そうです、神はほむべきかな、依然として主イエスの勝利の偉大な表われは可能ですが、神がそれらの表われのために要求しておられるのは、全く彼の御心に適っている人々です。その御心とは、これらの人々によって表されているこれらの事柄のための場所がその地になくなること、また、ペリシテ人たちが一度かぎり永遠に始末されることです。


  ペリシテ人たちは大敵であり、長らく優勢でした。ペリシテ人たちは、神の事柄を牛耳る天然の人の原則です。天然の人が霊の事柄を牛耳り始める時、天然の人はそれらの価値を台無しにします。あなたの力を奪い去ります。霊の事柄に対して天然の理屈を働かせるなら、あなたに力は全くなくなります。二人の人が全く同じことを言うかもしれません。一人は全く正しくて聖書にあることを言いますが、何かがなく、何かが欠けています。それはたんなる引用であり、完全に正しいのですが満足を与えず、強めることもありません。他の人は一言一句同じことを言うかもしれませんが、それはあなたの心に届いて、その影響をあなたは感じます。それは命であり力です。一方はペリシテ人であり、他方は違います。一方はペリシテ人であり、肉を断ち切られたことがありませんが、他方は死と復活における主との一体化を知っています。これは人からのものと聖霊からのものとの間に大きな違いを生じさせます。ペリシテ人たちは力を奪い去ります。サムソンの力はペリシテ人たちによって弱められ、徹底的に弱くなりました。霊的真理の領域で人々を興じさせるとき、弱さ、敗北、麻痺が生じます。ですから、この対比により、力の秘訣の何たるかを私たちは理解できます。


  まず第一に、ヨルダン川を発効させなければなりません。ヨルダン川はどのように発効されるのでしょう？ギルガルにおいてです。「ナイフを研ぎなさい」。士師記二・一は、「そして主の御使いはギルガルからボキムに上って言った、『わたしはあなたたちをエジプトから連れ出した』」と述べています。そして御使いは、彼らの素晴らしい解放と良き地の相続についての物語を告げ、それから、「なぜあなたたちはわたしの声に従わなかったのか？」と告げます。主の御使いはギルガルからボキムに上って行きました。主の住まいはギルガルにありました。主はギルガルに住んでおられました。問題は、人々がもはやギルガルに下って行かないことでした。ギルガルはヨルダン川が経験的に発効される場所であり、十字架が働いて肉を断ち切る場所です。神はそこに住まわれます。そしてヨシュア記では、人々が戦いに出かける時は常にギルガルに戻りました。今、彼らはギルガルに戻りませんでした。主は「上って行きなさい」と私たちに命じておられますが、私たちは自信、高ぶった思い、自尊心から離れなければなりません。ギルガルは主イエスが自己を空しくされた十字架を表しています。主の御使いが上って行ったのは、人々が下って行かなかったからです。彼は「悲しむ人々」を意味するボキムに上って行きました。霊的に、それは涙の場所です。私たちの肉を十字架の下に保つ必要性を意識しなくなるやいなや、力は失われます。あなたは十字架について不平を述べているのでしょうか？この磔殺の働きはとても辛いものです――常に十字架につけられなければなりません。何度も何度も、ますます十字架につけられなければなりません。そして、私たちは悲しく感じます。


  あの十字架を私たちの生活の中に保つ必要性を認めそこなうやいなや、私たちが涙を流すようになるのももっともなことです。十字架は喜び・勝利・命の道です。それを正しく理解するなら、それは涙を伴わない道です。敵のあらゆる優位性の根拠は、あの十字架によって取り除かれます。それは喜ぶ機会を与えてくれます。私たちは十字架についての新たな理解を得なければなりません。私たちはそれを何か恐ろしいものとして考えてきました。私たちを滅ぼすために敵が頼りにしているものはあの十字架によって無効化されること、そして、私たちがそれを認識しそこなうやいなや、敵が立場を得て、私たちは霊的に涙を流すようになることがわかります。今日、とても多くの人々が、失敗と敗北のせいで、霊的に涙の中にあります。至る所で彼らのうめきとため息が聞こえます。彼らには何の力もありません。正しく理解するなら、ギルガルはこれを正します。主はどこにおられるのでしょう？主イエスの十字架の意義が生活の中で有効化されて経験的なものになっている所に、常に主を見いだします。その場所であなたはそれを見いだします。彼はギルガルに住んでおられます。これが士師記の中に何度も何度も繰り返されています。


  何らかの新たな歩みにより、神のみこころを暗示する何らかのものにおいて、主と共に進み続けるのをためらうやいなや――もし差し控えたり保留したりするなら――その瞬間、敵が忍び込んで麻痺させます。そして、躊躇した後でその一歩を踏み出すのは非常に困難であることにあなたは気づきます。主の民の歴史全体の中に忍び込んだすべての麻痺させる誤りを辿るなら、麻痺させる誤りが機会を得たのは彼らが主と共に進み続けることに失敗したからであることがわかるはずです。これについて考えてみてください。これは思い付きで述べたことではありません。これについてはよく考えました。誤りが忍び込んで麻痺させました。そして、その誤りのための機会が忍び込んだのは、主の民が前進する代わりに立ち止まった時でした。前に進む代わりにためらった時でした。


  霊の力を守る最大の手段の一つは進み続けることです。最も災いなことの一つは、聖霊によって神のみこころとして知らされたものに関してためらうことです。たった一つのことでも、私たちが主と共に進み続けるのをやめるなら、私たちは彼に従うことに失敗します。敵は見張っていて、主と共に歩む私たちの歩みは直ちに何かに突き当たります。それを主は指摘されるので、私たちはその一歩を踏み出せません。敵は何か別のものと共に突入してきます。その別の何かは代替案として、あるいは先入観として、あるいはその問題を先延ばしにする何らかの致命的力の示唆として臨みます。そして後になると、その一歩を踏み出すのは十倍困難になります。なぜなら、積極的な何かが介入するからです。敵は中立を信じていませんし、主も中立を信じておられません。もしイスラエルが進み続けて、エブス人や他のすべての「～人」と妥協していなければ、士師記は決して書かれていなかったでしょう。士師記は次の事実に関する一大宣言です。すなわち、神の民は自分たちが神の中に有している豊かさの中に入らなかった、という事実です。これは私たちに対するとても厳粛な言葉です。これは、なぜ新約聖書が成熟に至ること、進み続けることを要求しているのか、その理由を示しています。なぜなら、進み続けないなら、神のみこころでは決してなかったものに占有されるおそれがあるからです――宗教的な何かに熱中するおそれがあるからです――そして、神の御旨をすべて見落として、敵が大混乱を引き起こし、あなたから霊の力を全く奪うおそれがあるからです。


  霊の力は前進すること、そして前進し続けることの中にあります。何があっても立ち止まらず、何ものにも妥協しないことの中にあります。ここでの絵図はヨセフの家であることがわかります。彼らはべテルを取りに出かけました。彼らは斥候を遣わしました。主が「わたしはそれをあなたに与える」と言われたのに、なぜ斥候を遣わすのでしょう？主が「わたしはそれをあなたに与える」と言われる時、斥候を遣わす必要はありません。彼らはべテルの人を見つけて、「都に入る道を教えてくれるなら、私たちはあなたを優しく扱いましょう」と彼に言いました。するとその人は、自分の親族を救うために、中に入る道を彼らに示したので、彼らは彼を放しました。その結果、その人は逃げ去って、別の都を築き、それをべテルと呼びました。ヨセフの部族は肉の水準に下って、それからこの哀れなごろつきに道を示すよう求めました。その場でその人を殺すべきだったにもかかわらずです。天然的に話して、妥協に基づいて彼を容赦したのです。彼らは言いました、「事実、主はそれを行えません。私たちはこの人から、神が滅ぼせと言われたものに属している人から、情報を得なければなりません」。彼らは彼を優しく扱って、彼を去らせました。すると彼は逃げ去って、別の都を築いたのです。


  もし神が自分に告げられたことをしないなら、本物の模造物を打ち立てる力を解放することになります。本物でないもの――偽物――を打ち立てる何かを解放することになります。そして、敵は至る所でこれらの戯画を打ち立てています。自分の生活の中に間違った何かが直ちに生じることになります。あの妥協をしてしまったのです。何かをいっそう簡単に手に入れるためにほんの少しでも容赦するなら、たんなる模造物にすぎないものを打ち立てることになります。それに価値はありません。代価が必要なことを私は知っています。この戦いを私は知っています。しかし、主の証しが真に確立されることをあなたは望んでいるでしょうか？主はご自身の証しのために、ご自身の民の中に霊の力を回復することを望んでおられます。


  私たちは力についてあまり述べませんでした。今日多くの人々が、偉大な人物になるために、人々に対する力を得るために、力を持つことを願っているからです。肉が力を握る時、その究極的結果は神にとって非常に不名誉なものであり、その路線上にはあらゆる種類の危険があること、そして肉は自分自身のために力を求めてはならないことを、主は私たちに示してくださいました。力について話すのを私たちは恐れていますが、それでも、私たちにはそれが必要です。


  敵を屈服させなければなりません。あらゆる真理、光、知識をもってしても、敵は屈服しません。私たちを切り抜けさせて敵を行動不能にする力は、そこにはありません。敵を屈服させるには、ごく些細な問題でも肉・悪魔・この世と妥協しない地点に至らなければなりません――主と共に完全に進み続けて、より有利な道を与える自分自身の議論をすべて拒否しなければなりません。内側に湧き起こってこう告げるものをすべて拒否しなければなりません、「もしあなたがその一歩を踏み出すなら、それによってあなたは諸々の事柄と衝突することになりますし、人気を失うことになります。あなたに対して門戸は閉ざされ、あなたは疑われることになるでしょう。あなたは多くの友人を失うでしょう」。それに耳を傾けるやいなや、あなたは停止し、力を失い、妥協することになります。その行く末はとても残念なものになります。肉に対して、自分自身に対して、この世に対して、一顧だに与えてはなりません。なぜなら、敵がそこに横たわっていて、妥協の瞬間を待ち構えているからです。それは本物ではない何かを携えて突入し、神の御旨全体を損なうためであり、神に反撃して、神に損失と不名誉を被らせるこのような物語を打ち立てるためです。


  力を得る一つの偉大な包括的秘訣は、ためらわず、妥協せず、信仰の従順の中を進み続けて、キリスト・イエスの中にある豊かさに至ることであることを、主が私たちに見せてくださいますように。


  



  第二章 私たちの目を彼の上に留め続ける


  



  聖書朗読：ヨシュア三・十、エペソ一・十八、十九、ピリピ二・九、使徒九・三、二コリント四・四、ヘブル二・九


  



  ご存じのように、愛する人たちよ、私たちは霊の力の回復の問題に専念しています。そしてこの朝少しのあいだ、前の章で強調した点の一つに戻ることにします。それは、それを少し先に進めるためであり、そのさらに豊かな力に対して、神の恵みにより、私たちの心を開くためです。


  私たちが読んだこれらの節はどれも、私たちに一つのことを示します。それは、主イエスは栄光の中におられる、ということです。すなわち、栄光の中におられる主イエスと、彼が栄光の中におられることの意義及び内容です。この一つの偉大な天的現実の、真実な霊的理解を十分に得る時、私たちはすべてに対する鍵を得ます。その時、不可能なことは何もありません。弱さ、失敗、挫折、落胆、恥の必要は全くありません。この現実を実際に心に抱くことが、完全な解放・支配・勝利の道です。


  私たちはみな霊の力の必要性を感じています。神から与えられた領域を、それを占領すべきではない多くのものが依然として占領している事実を、私たちはみな感じています。主がご自身の民によって占領してしかるべき場所を、依然としてとても多くのものが占領しています。そしてこのように占領・所有されることにより、証しは弱められています。主の御名はあがめられていません。主の民は彼らが告白・主張しているところの者ではなく、あるべき姿にないことを示唆するものが、彼らを取り囲んでいます。今、私たちはこれを霊的生活においても奉仕においても知っています。ですから、この状況について互いに話し合うことを私たちが望んでいるのは、私たち自身のためだけでなく、この状態が主の民の間に広まっているからでもあります。それは弱さ・失敗・挫折の時代にあって奉仕する方法を知るためです。どうすればこれを変えられるのか、私たちは互いに話し合うことを望んでいます。


  霊の力を回復する秘訣は何でしょう？士師記の時代に主の民が弱かったことを示す大きな証拠は、神の民が御名によって占領することが神のみこころだった領域に、神に敵対する勢力が損害を受けずに依然として残っていた事実であることを、私たちは見ました。前に述べたように、その地のこれらの別の諸国民が表す敵勢力が依然としてとどまっていたのです。


  彼らの名の一つ一つは、大いに異なる霊的事柄を表しています。カナン人は往来する人々です。それは文字どおりには「往来者」と解釈されます。そしてこれを正しく理解するなら、新約聖書がこう述べていることがわかります。すなわち、サタンは光の御使いに姿を変え、変装して聖なるものの中を往来するのです。そして、敵は聖なるものの中を変装して往来しています。私たちはサタンのこの見事な型と何の往来も持ちたくありません。しかし光の御使いとして彼は良い取り引きをしますし、光の御使いとして偽りの光を与えて神の多くの子供たちへと至らせています。彼らは、「神から出ている」と思っているのに実は全く神からではないものに束縛されています。それは欺きであり、カナン人はそれを端的に表しています。私はこれに触れるつもりはありません。二コリント十一章で、この世の神について述べられています。キリストの栄光の特別な光とイエス・キリストの御顔にある神の栄光が輝かなければ、この世の神が盲目にします。彼は偽りの光を与えます。そして、それがカナン人の往来です。


  ヘテ人は恐怖感を表しています。恐れは主の民に対して敵が最も成功を収めている戦術の一つである、というのは真実ではないでしょうか？彼らは祈りのときに自分の口を開くのを恐れます。主が彼らにさせたい多くのことをするのを恐れます。恐れは敵が占拠していることを示すしるしの一つです。敵の成功・勝利は、主の民の間にこの恐れがあることです。恐れほど恐ろしいものは何もありません。ヘテ人は「恐怖感」を表しています。新約聖書の言葉では「恐れの霊」です。


  アモリ人は高ぶって話す者たちでした。おそらく、主の民の力が損なわれたのは、実際には真理を持っていないのに高ぶって話したためです。天の力に欠けていても、天について語ること、天について知ることはとても簡単です。敵が事を損なうのは、私たちにそれを語らせながら、それを実行させないことによってです。それでは不十分です。あなたはそこにいますが、何かによって台無しにされ、すべては失敗だったことが判明します。天上に生きていなければ、私たちが話しても、敵は気にしません。


  私たちが高遠な所にいないかぎり、私たちが高遠な事柄に取り組んでも、アモリ人は気にしません。各国民はある霊の力を表しています。そして、これらのものが侵入して拠点、主の民と並んで拠点を得、主の民とその領域を共有する時、それらは弱さと失敗を生じさせます。そして、その弱さの証拠は、それについて私たちは述べかけましたが、妥協のせいでこれらのものが拠点を得ていることです――それらを完全に滅ぼすかわりに受け入れたのです――それらを取り除けないようなある場所をそれらが得たのです。それらの前であなたは無力です。欺く霊ども、偽りの光、主の民の間を往来する光の御使いの導き、あるいは主の民の多くを征服した恐れの前で、あなたは無力です。私たちはそれを対処して滅ぼすことができません。なぜなら、恐れの霊が私たちの上に臨んで、恐れはすべて悪魔から来ることを認識しそこなったからです。私たちはそれを認めて、自分自身のものではない主からの力によって直ちに立ち上がり、自分を束縛の中に保つ恐れを取り除かなければなりません。神のみこころを行うことから、主と共に進み続けることから自分を遠ざける恐れを取り除いて、それを直ちに滅ぼさなければなりません。もしそうしなければ、それは多くの人々を滅ぼしつつあるように私たちをも滅ぼすでしょう。


  霊の力を持っていないのに霊の事柄について長々と話すのは欺瞞です。真理が私たちの生活の中にないなら霊の事柄について話さないように注意しなければなりません。饒舌に話す人もいるかもしれませんが、彼らの言葉には重みがありません。彼らは空っぽであり、生活の中で神の力を表していません。私たちは天の事柄について話せる人々と出会い、興味を持つかもしれませんが、「彼らの言葉は空しい」という恐ろしい感覚を持ちます。彼らは肉的習慣の奴隷であり、真理に関する自分自身の知識によって欺かれています。力のこの特徴が示されるのは冗舌によってではありませんし、知っていて自分の口で話せる神聖な真理の量によってでもありません。力とは神が来臨して、神が聖徒たちの中にまた彼らを通してご自身の所有を得ることです。


  これがその状況です。ですから、すでに見たように、士師記の中にある弱さの印は、主として、神の民がこれらの麻痺させて弱らせる敵を追い出せなかった点にあります。彼らは敵とある種の妥協をしてしまったのです。私たちを弱めるものと妥協するのは自殺行為です。


  解放と勝利に関するこの包括的な最高の秘訣に戻ると、すでに述べたように、それは信者が見るべきものです。そしてその見るべきものとは、栄光の中におられるキリストと、彼がそこにおられることの意義及び内容です。


  栄光の中におられるキリスト


  主がどのようにそこから常に開始されるのか、あなたは気づいているでしょうか？そうです、主は信者に対して十字架のキリストから開始されません。信者に対してそうされません。そうではなく、主は栄光のキリストから開始されます。主があなたを十字架に連れ戻されるのは、栄光のキリストは彼の途方もない御業を意味しているからであり、その途方もない結果を内包しているからです。イエスは栄光の中におられ、栄化されていて、いと高き大能者の右におられる、という事実が突然パウロに臨みました。それは彼の全人生で最も偉大な客観的事実でした。それは、人としてまた神の僕としてのパウロの基礎でした。彼の中におられる神の御子の啓示も一方でありましたが、栄光の中におられる主イエスの啓示が第一でした。これに関して私たちは何かを失ったり見落としたりしているのではないか、この偉大な客観的事実の重要性が私たちの主観的側面によって少しばかり失われたり、あるいは私たちは主観的側面によってあまりにも占有されているのではないかと思います。


  視線と向きについては、それは栄光の主に向けられています。つまり、神の目は彼の上にあります。御父の目は彼の上にあります。もしそうでなければ、もし一瞬でも御父が栄光の主イエスから目を離されたなら、私たちにとってまずいことになっていたでしょう。御父は栄光の御子に目を留め続けなければなりません。それこそが、私たちの霊的生活のあらゆる問題における、私たちの唯一の希望です。もし御父が一瞬でも御子の代わりに私たちをご覧になっていたなら、私たちの希望は絶たれていたでしょう。主イエスは栄光の内に彼処におられ、御父は彼が栄光の内に彼処におられるのをご覧になる、という事実は、次のことを意味します。すなわち、私たちの贖い・救い・聖化・栄化のすべての御業、そして教会の使命のすべての働きは成就されているのであり、また主イエスのパースンにおいてそれはその栄光に達している、ということです。


  ヨシュア記の次の馴染み深い絵図に戻ってください。「これによってあなたたちは生ける神があなたたちの間におられることを知ります。見よ、全地の主の箱があなたたちに先立ってヨルダン川に入ります」。これは死の中に入ってそれをくぐり抜け、死から出て天上へと、復活・勝利・力・権威の場所へと至られる主イエスです。「これによってあなたたちは知ります……」。すべてをくぐり抜けた御方、すべてを成し遂げた御方がおられます。箱がくぐり抜けた事実という根拠により、彼らもくぐり抜けられることが保証されました。箱がくぐり抜けて勝利したという根拠により、彼らの勝利も確実でした。この根拠に基づいて、主イエスが聖霊の力の中で行われたこと――彼は死を通って栄光に至られました――を、比喩的にではなく文字どおりに述べると、そのすべての御業は成就された事実として彼にあって確保されている、と言えます。


  「神は彼を高く上げられました」という単純な御言葉には途方もない力と意義があります。これは未来時制ではありません。「彼はご自身の右に彼を置かれました」。これは未来時制ではありません。「彼は置かれました」――これは済んでいます。これはすべて終わっており、その御業はキリストのパースンにおいて成就されています。そして今、彼は栄光の中におられます。もしあなたがこの事実から一瞬でも目を離すなら、あなたは霊の力の秘訣を失います。御父は彼を見つめておられ、栄光の中にある一人の人をそこに見ておられます。その人は、彼が栄光に導きつつあるすべての子らの代表です。彼は言われます、子が成就した働きによって子らのための働きは確かに成就されるのであり、栄光の中にある彼によってすべての子は確かに完成・成就されることになる、これはいかなる反論や敵対勢力も手の届かないところにある、と。もしこの真理が私たちのまさに存在中に造り込まれていれば、私たちは力についてもっと知っていたにちがいありません。もしあなたがこれに目を留め続けるなら、これらの恐れの霊どもが機会を得ることは少しもありません――あなたは直ちにそれらを滅ぼしてしまいます――麻痺や弱さを滅ぼしてしまいます。麻痺や弱さは、これらの恐れの霊ども、ヘテ人のこれらの子らを通して来ます。そして、「私たちにできるでしょうか？どうやって切り抜ければいいのでしょう？」と私たちに尋ねさせます。ひっきりなしに、言葉には出さないものの、「主は本当に私たちを救い、切り抜けさせて、栄光へと至らせることができるのでしょうか？最終的に私たちは解放されるのでしょうか？これは可能なのでしょうか？私たちが召されているこの偉大な使命は実現されうるのでしょうか？」と私たちは疑問に思ってばかりいます。


  ヘテ人からの解放は、栄光の中におられるキリストに目を留め続ける道によります。なぜなら、それは客観的にも主観的にも完全な破壊を含んでいるからです。栄光の中におられるキリストは、彼が私たちに敵対する悪の力をすべて滅ぼされた事実を意味します。彼は滅ぼしてくださいました。それは「死を通して、死の力を持つ者を無に帰すためであり（中略）死の恐れにより一生のあいだ束縛されていた者たちをすべて解放してくださいました」。これは恐れによる束縛です。そこにあなたのヘテ人がいます、そして、解放は滅ぼしてくださった栄光のキリストを見ることによります。それがあなたの希望であり、あなたの保証です。そのような方法であなたはヘテ人を滅ぼします。ある意味、戦わずにです。戦わずに勝利を得ることに関して、神の御言葉は多くのことを述べています。私たちは歌い進んで勝利に入ることができます。


  神にあって確保されている絶対的勝利についてそのように理解をするとき、私たちは信仰によって次のような境地に導かれます、すなわち、戦うよりは、むしろ偉大な事実を喜ぶ境地です！私たちが切り抜けるのは、すでに切り抜けているからです。信仰は切り抜けており、私たちも栄光のキリストを信じる信仰に基づいて後に続きます。最初、人々はどう切り抜けたのでしょう？ステパノは試練の時に切り抜けました。人々は立って怒り狂い、指で耳をふさいで彼に押し寄せ、歯ぎしりしました。これらの恐れの子らによって麻痺させられることなく、彼はどう切り抜けたのでしょう？彼は栄光の中におられるキリストを見ました。これによって彼は切り抜けました。パウロはどうやって最後まで切り抜けたのでしょう（彼のように七つの国民によって攻撃された人がいるでしょうか？それらの国民のすべてが何らかの手段・方法で、彼の力を損なって彼を束縛の中に陥れようと試みました）。事実上彼らが一掃されたのはどういうことでしょう？それは彼の目は常に、最初に見た栄光の中におられるキリストのビジョンを見ていたからです。キリストは栄光の中におられたので、彼はキリストにあって安全だったのです。


  私たちがキリストにあって天上にあるのは偉大な事実です。私のすべての肢体は私の頭の中にある、というとても現実的な生々しい感覚があるのを私は知っています。私の頭脳の一部に触れるなら、私の体のすべての肢体が先っぽまで影響を受けます。私の頭はすべての肢体を含んでいます。彼は至高のかしらであり、すべての肢体はすでに彼処にあります。私たちは彼処にいます。私たちは彼にあって生きなければなりません。力の秘訣は、すべての肢体をご自身の内に保護しておられる栄光のかしらを見ることであり、この御方――栄光のキリスト――に信仰を置くことです。


  ああ、主がこれを私たちの心に刻み込んでくださいますように。それは一つのテーマとしては小さな断片にすぎませんが、栄光の中におられるキリストの意義ということではすべてがこれにかかっています。彼はどこにおられたのでしょう？受肉して人の姿を取り、人としての姿で見いだされ、罪深い肉の様にされた彼を見てください。彼は彼処におられました。彼は代表として私たちのアダムの性質の中に入られました。彼ご自身に罪はありませんでしたが、罪深い肉である私たちとの親密な関係を受け入れてくださいました。私たちはまさに創造者である彼を見ます。万物は彼のために、彼を通して存在しており、彼へと至ります。私たちはご自身の被造物から捨てられた彼を見ます。彼はご自身が創造したものの中に一つの場所を持つことすら拒絶されました。私たちは十字架で完全な弱さの中にある彼を見ます。彼はご自身を死に渡し、人に渡されました。ご自身を肉に渡し、一時のあいだ、死の力を持つ者にご自身を渡されました。それは、その次の瞬間に彼を滅ぼすためでした。十字架とハデスを経て、彼はいま栄光の中におられます。


  このように「栄光の中にあること」にはなんという意義があるのでしょう！彼はなんということを行い、滅ぼし、征服されたのでしょう！そして御父が目を留めておられる、栄光の中におられるこの人は、栄光に至ることになるすべての子に関わるものをすべて包含しておられます。ああ、栄光の中におられるキリストの意義！「御力の働きにしたがって、信じる私たちに対して働く彼の力の卓越した偉大さ。彼はそれをキリストの内に働かせて、彼を死者の中から復活させられました」。この力は信じる私たちに向けられています。キリストを栄光にもたらした力は、私たちをも栄光にもたらすでしょう。私たちはキリストを見つめて、「これが私たちの目標です」と言います。そこに私たちは確実に行くことになりますし、そこに上ることになります。それに疑問の余地はありません。


  逸れてしまうなどということがあるのでしょうか？私たちの目を彼の上に留め続けるなら、逸れることはありません。私たちの目を彼の上に留め続けるなら、後退したり、間違ったり、道を見失ったりする必要はありません。これは最初から最後まで忍耐と勝利の道です。ただし私たちは常に次のことを覚えておかなければなりません。キリストはあなたたちの代表として勝利して高く上げられたのであり、彼の中におられた同じ御霊があなたたちにも与えられており、あなたたちの中におられるのです。ローマ八・十一「イエスを死者の中からよみがえらせた方の御霊があなたたちの中に住んでいるなら、死者の中からキリスト・イエスをよみがえらせた方は、あなたたちの中に住んでいる御霊によって、あなたたちの死ぬべき体にも命を与えて（生かして）くださいます」。これは同じことであり、同じエネルギー、同じ力です。しかし、私たちは彼の上に、勝利の主の上に、栄光の中におられる主の上に、目を留め続けなければなりません。これが力の秘訣です。彼がどこにおられるのかに、彼が彼処におられることが私たちにとって何を意味するのかに、すべての答えがあります。主が私たちをご自身に向かって進み続けさせてくださいますように。


  



  第三章 主と共に進み続ける


  



  聖書朗読：士師記一章


  



  すでに指摘したように、士師記の悲劇は、それがヨシュア記に続くものであるため、なおさら目立ちます。この二つの書を一緒に読んで一方から他方に移ると、気分が滅入る感じがします。ヨシュアの時代の奇跡、神の御旨の可能性、希望、ヨシュアの偉大な業績、神の御旨の何たるかを見た後ではそうです。その後、士師記に入って、その続きを見ることになります。


  この二つの書に対応するものが、私たち自身の経綸の中にあります。使徒の働きではヨシュア記の状況です――霊的征服、勝利、優位性、主の右手による力強い御業の素晴らしい物語です。その後、新約聖書が終わる前に、士師記の状況の中に移ります。そして、最初の啓示――諸教会への七つのメッセージ――の中に自分がいることに気づきます。それ以前に、士師記の状況がコリントに入り込み、ガラテヤや他の地域にも忍び込むのがわかります。そして今日、私たちは疑いなく士師記の状況の中にいます。霊的失敗、とても弱い状況、敗北と失望が蔓延しています。これがそうであることは（ヨシュア記でもそうであるように）主の御心にしたがっていない、それとは全く逆の多くのことが主の民の間で優勢である事実からわかります。主の御旨の外にあるものが優勢であり、主の民は神のみこころとは逆のものに大いに束縛されています。


  これについてはもっと特別な方法で話すために少ししたら戻ることにしますが、ここに神の意図とは正反対の状況を示す士師記があります……主がご自身の民に望んでおられるよりも遥かに低い状況です。普遍的栄光・勝利・喜び・賛美よりも、むしろほとんど抑圧下のうめき、弱さゆえの溜息、無力さと束縛ばかりです。真に神からのものは、どこか遠くの隠れた二、三の場所にしか見つかりません――ミデアン人を恐れて壁の後ろで麦を打っていたギデオンのようにです――まさにそのようです。今日、私たちは霊的に士師記の状況の中にあることがわかると思います。この状況を認識して、その根本原因を調べなければなりません。この状況の根本原因は何でしょう？先ほど読んだ章から、そのすべての原因がはっきりとわかります。そして、霊的弱さや失敗の状況がある時は、この同じ原因が常に根本にあります。次の句が常に繰り返されます。九回繰り返されています。「彼らは彼らを追い出せなかった」「彼らは彼らを追い出さなかった」。これがすべての根本であり、状況・状態全体の背後に横たわっています。


  最初に述べたように、これは主と共に進み続けて主が意図された全き豊かさの中に入ることに失敗したことによります。どこかにためらい、留保、議論、疑問があったのです。どこかで差し控えたのです。どこかの時点で結果に伴う代価を計算して、抵抗の少ない道を取ってしまったのです。どこかで何らかのささやかな個人的利益を考慮してしまったのです。どこかで完全に滅ぼすことを主が要求しておられるものを容赦してしまったのです。主が指さして「これを放棄しなければなりません」と言われたのに、それを放棄しなかったのです。主は一歩踏み出すことを要求されたのに、踏み出さなかったのです。完全に十字架に渡されるべき肉を少しばかり容赦してしまったのです。そしてこのようなことが起きる時は常に、このように保留し、容赦し、個人的な考慮をするときは常に、失敗が続きます……これが起きる時は常に、直ちに妥協することになります。敵が有利になります。そして神の民の力は弱まって、自分たちが悪の力を解放してしまったことに気づきます。この悪の力は徐々にゆっくりと働いて優勢になり、ついには彼らは自分たちに対する神の御旨よりも劣ったものの中に自分たちが陥っていることに気づきます。


  神が意図されたのは豊かさ、絶対的状態、最終的状態、至高性、主権でした。しかし、これらの様々な理由のどれか一つか二つ以上により、彼らは御霊が導かれるように神と共に進み続けることに失敗しました。そしてこの失敗により、彼らは行き詰まっただけでなく、何らかの明確な悪に対して扉を開けてしまいました。そしてその悪が中に入って来て、彼ら自身が主の御名の中で占領すべきだった土地を占領してしまいました。ですから、彼らはこの標準に達することなく、束縛の中に陥って、最終的に敵を追い出さなかったので最終的に敵を追い出せなくなったことに気づきました。それはこのように作用します。すなわち、それをしないなら、それができなくなるのです。主と共に進み続けないなら常にこうなります。ああ、これらの霊的事実をこのように力強く示すことにより、どうか主がこれを私たちの心にはっきりとわからせてくださいますように……主と共に進み続けることに関して疑問を持つこと、主が「進め」と言っているのに一瞬でも立ち止まること、自分のなすべきことを主が教えてくださっているのに、それ以外の考えが侵入して自分に影響を及ぼすのを許すことは、きわめて危険であることを、主が私たちに徹底的にわからせてくださいますように。


  また、私はあなたたちに次のことに注意していただきたいと思います。すなわち、それを行う一団は他のすべてに影響を及ぼしたのです。印象深いことに、これらの人々はみな共にこの状況の中に集められ、その中で相互に関わりを持ちました。彼らは自分自身のために生きたり死んだりはしません。それは孤立した一つの団体の問題ではなく、各々が他のすべてに影響・効力を及ぼします――途方もない責任の問題です。


  ユダがその実例です。ユダは戦いに出ていくことにかけては常に指導的部族でした。彼らは戦いにおける指導者たちであり、ユダは「賛美」を意味します。興味深いことに、賛美によって道を戦いへと導くことが常に主の御旨でした。また、主の戦いの中に入るにあたって、常に賛美は一撃を加える前に勝利を得ている印です。ユダはそこそこ進みましたが、途中でやめてしまい、それを成し遂げませんでした。それで完全勝利の賛美は終わってしまったのです。


  十分な賛美、十分な確信ではなく、中途半端な音色と共に戦いの中に入るやいなや、中途半端な勝利しか得られないことがわかります。何かが失われることになります。切り抜けて主の御旨に至ることはありません。ユダは手前で止まってしまいました。これは、ユダが行ったことは、他のすべての部族に影響を及ぼしたことを意味します。他の部族もみな同じように手前で止まってしまったことがわかります。神のみこころとつながっている一人の男性または女性、キリストのからだの中にあるその民の一部の群れが、主が彼らに行うよう要求されたことに直面して、道を半分か四分の三進んだところで止まってしまい最後まで進み通さないなら、これは他の者たちを停止させる力を及ぼします。霊の中できわめて密接な関係にある一人の男性または女性には、霊的に他の者たちを停止させ、神の全き御旨を停滞させる力があります。彼らは個人的に主と共に進んでいないからだけでなく、敵の何らかの妨害する力が入り込む入口になってしまったからです。彼らが止まるやいなや、敵が入って来て何らかの霊的影響を及ぼし、主の民の活動全体を妨げます。


  新約聖書を見ると、これがわかります。コリントで一人の人が会衆全体を妨げていました。そこには「放棄せよ」と神が言われた何かがあったからです――偶像崇拝があったからです。その人がそこにいたせいで、コリントにおける交わり全体が巻き込まれました。そこで使徒は「共同体は責任を取ってそれを裁かなければならない」という明確な指示を与えました。彼らはそれを対処しなければなりませんでした。これは士師記のこの点に導きます。この人々はなぜ士師と呼ばれているのでしょう？もちろん、それは公務または公的地位を表していますが、それ以上のものを表しています。なぜなら、士師記の時代、破綻・停滞・逆転した状況がはびこっていたことがわかるからです。これを再び読んでください。この人が裁いていた間は状況は好転しましたが、この士師が亡くなるやいなや、状況はまたもや悪化したのです。


  別の士師が起こりました。停滞していた状況は、一時のあいだ正されました。彼が亡くなるやいなや、状況はまたもや悪化しました。


  前の章ではオテニエルについて述べました。オテニエルはイスラエルを裁き、戦いに出て行きました。戦いに出て行く前に、内側を裁かなければなりません。出て行って征服・勝利しようとするなら、まず神にしたがっていない事柄を裁かなければなりません。さもないと、成功する見込みは全くありません。この士師記の原則が、偉大な活動的・霊的原則にならなければなりません。敵に対抗して出て行って何らかの成功を収めるには、内側の間違いを裁かなければなりません。ですから、士師たちは内側の状態を対処することに取り組みました。これが毎回起きるのを見てください。


  ギデオンが選ばれるやいなや、主の御使いは指示して言いました、「勇敢な勇者よ、主があなたと共におられます」。彼はミデアン人を恐れて壁の後で麦を打っている弱虫です！しかし、主はご自身の器を知っておられ、器を得るならそれからどんな器を造れるのかをご存じでした。ギデオンは言いました、「ああ、わが主よ、もし主が私たちと共におられるなら、どうしてこのようなことがすべて私たちに降りかかったのでしょう？」――心を探る問いです。内側で考慮して自分の民の状況について尋ねた結果がわかるでしょうか？その結果、彼は諸々の祭壇を打ち倒し、林を切り倒し、自分の父の家や親族の中にあった偽りの礼拝をすべて滅ぼしたのです。彼は核心を突きました。彼は自分自身の問いに対する答えを見いだしました、士師になるべき人として、彼は自分自身の身内の内側で、神にしたがっていないものを裁かなければなりませんでした。もし影響力のある自分の身近な身内の中にある事柄を裁いていなければ、ギデオンはミデアン人の前で完全に敗北していたでしょう。裁きは神の家から始まらなければなりません。敵が握っているものを清算しなければなりません。何らかの勝利の見込みを持つには、地位と優位性が主の民の群れの内側に確立されなければなりません。


  これが士師記です。オテニエル、エホデ、デボラがイスラエルを裁き、その後、状況は主の御心にかなうものになりました。そして、主が彼らと共におられることが明らかになりました。ですから、「士師」というまさにこの称号の原則は、物事が神にしたがっているかどうかを内側で調べることです。神にしたがっていないものをすべて裁かなければなりません。あるいは、少し前に考えた特別な考えに戻ると、私たちの心に対する神の働きかけを私たちは見なければなりません。主は私に何かを示されたでしょうか？私の心に何かについて語られたでしょうか？ある特別な方法で私を導こうとされたでしょうか？ある特定の事柄に関して私の中に疑問を起こされたでしょうか？何らかの事柄で私を訓練されたでしょうか？私はそれをどうするべきでしょうか？それに直ちに向き合って主が要求しておられるものを主に与え、応答し、従い、何の疑問や躊躇もなく主と共に道を進み通さないかぎり、最大の代価を払って主と共に前進しないかぎり、私は行き詰まり、主はその度合いに応じて私から離れてしまわれます。それだけでなく、前進するのを今よりも十倍困難にする実際的な事柄を招来してしまいます。それにより、神が私をその中に置かれた働きの中に邪魔する力が入り込みます。そして、その度合いに応じて、私は全体に影響を及ぼし、神がそれに対して意図された豊かさがそれから奪われてしまいます。


  だれでも主と共に前進することに失敗すること、何らかの事柄に関して主に語られたのに尻込みすることは、重大な責任問題です。それは主の誉れを巻き込んで、霊の領域で敵に大きな利益を与えます。敵はその利益を決して取りそこないません。むしろ、その地の諸国民のように、こっそり隠れてそれに基づいて働き始めます。その機会を捉えて、少しずつ、ほとんど気づかれずにその利点を用いて優勢になります。そして間もなく、全く恐ろしいことに、悪の勢力が優位に立って、神の働きと神の民を停止させてしまいます。これを遡って追跡するなら、その隠れた理由が見つかります。どこかの時点でだれかが保留して、主に示されたように進み通さなかったのです。


  これらのことを急いで後にするのを私は控えています――ここにいる人の何人かにとってこれは自明かもしれません。これは、直面すべきあなたの人生の過去の何らかの出来事の理由を解き明かすかもしれませんし、あるいは、将来のための警告となるかもしれません。いずれにせよ、これを心に留めてください。


  士師記は、霊的弱さとその原因を示す、聖書の中で最も大きな区分です。その原因とは、民が主と共に前進しなかったことです。その地が彼らの前にありました。神は「所有して完全に滅ぼせ」と言われましたが、彼らは「これらのものの中には滅ぼすのが惜しいものもあります……それらを利用して役立てられないでしょうか？」と言いました。その地は肉を表しています。前の章で述べましたが、オテニエルは肉に直面しなければなりませんでしたが、そのどれにおいても何らかの形で肉との戦いがあります。これらの戦いはどれも異なっていました――アマレク人、アモリ人、ペリシテ人、モアブ人、あるいは他の何であれ――何らかの形の肉があります。ある意味において、それらは時としてとても魅力的な形をしていることもありましたし、時として霊の事柄にとてもよく似た、そのまがいものであることもありました。しかし主は、それらを利用可能なものと見なしてはならない、むしろ滅ぼさなければならない、と命じておられました。何の妥協もしてはなりませんでした。


  すでに指摘したように、この体系全体の一部を容赦したことが、制限であり征服すべきものである事柄を設立する機会となりました。べテルの人の事例について私たちは述べました。ヨセフの子孫である彼らがべテルを取るためにその都に来た時、主はその都を彼らの手に渡されました――彼らに勝利を保証されました――しかし彼らはそれよりも遥かに低い水準に降りて、この人に「中に入る道を教えてください。そうすれば、私たちはあなたを親切に扱います」と求めました。そして、彼は自分自身を救うために、自分自身の民の中に入って彼らを滅ぼすための道を彼らに教えました。彼は逃げて別の都を建設しました。そのため、対処すべき悪は一つではなく、今や二つになりました。彼はそれを「べテル」と呼びました――それは偽物であり、神の家ではありませんでした。彼らはこの体系のほんの一部を容赦して、それを親切に扱いました。そしてそれにより、神のみこころに明らかに反するものを設立する力を解放してしまいました――利益を得るために、容易な道を取ったのです。私たちは肉の一部を優しく扱い始めてしまいます。なぜなら、それは何かの役に立つからです。そうする時、あなたは何かを解放するのです。それにより、征服するのがいっそう困難な別の何かが設立され、偽りであるもの、本物らしく見えるものが築かれることになります。


  敵は言います、「この一歩を踏み出しさえすれば、最も抵抗の少ない道を取りさえすれば、あまり代価を払う必要はありません……。あなた自身の上にあまり問題を招くことはありません……」――主は言われます、「駄目です！一片、一かけらたりとも容赦してはなりません。すべて放棄しなければなりません」。そして、これが力、勝利、支配の道であることが徐々にわかるようになります。それに対して、自分の益になる何かを得るために保とうとしたものは弱さの源となり、私たちから力と勝利を奪います。


  これは厳粛な言葉です。この言葉の霊的意義をすべて心に留めようではありませんか。使われている象徴は忘れてください。主は常にたとえで話されました。これらは、ある意味、たとえなのです。主は、「わたしの前におけるあなたの実行はどうですか？」と私たちに言われるでしょう。何事かに関して、何らかの生活方法や習慣に関して、あなたに対する彼のみこころを遅れさせる何かに関して、取るべき一歩に関して、主があなたに語っておられることは何でしょう？ここに一つの民がいます（これを述べるのは悲しいことです）。彼らは聞きましたし、見ました。彼らにとってこれ以上明らかなことは何もありえませんでした。それなのに、彼らは主に対して従順な歩みをしませんでした。神の霊の力の大きさが本来よりも小さかったのは、これが理由の一つではないでしょうか？今この瞬間に至るまで、主が進むように自分を召された道をずっと進んできた、とあなたは確信しているでしょうか？あなたは座して、主と共に清算することができるでしょうか？「主が私に示されたことを、私は彼の恵みによりすべて行ってきました。主の前で未処理の項目は何もありません」と私たちは言えなければなりません。


  もし欄外に未処理の項目があるなら、それは停滞を招き、ある力を招き入れます。その力により、二、三週間、二、三か月もすると、それを行うのが百倍困難になります。また、それにより、キリストのからだ全体が影響を受けて何らかの損失を被ることになります。これは厳粛ですが真実です。私たちは前進しそこなうおそれがあります。


  この問題に関してパウロのもとに行くことにしましょう。彼はコリント人たちに言いました、「兄弟たちよ、私はあなたたちに対して霊の人に対するようには話すことができず、むしろ肉の人に対するように話しました（中略）私はあなたたちを肉ではなく乳で養いました。あなたたちはそれに耐えられなかったからです。あなたたちそれぞれが『私はパウロにつく、私はアポロにつく』と言っているのは、あなたたちが肉的だからではないでしょうか？」。これらの個人的要素、個人的好み、好き嫌いが入り込むとき、その結果は何でしょう？「私はあなたたちに対して霊の人に対するようには話すことができませんでした」。彼が言わんとしたことが同じ段落に記されています。「目が見たことのないもの、耳が聞いたことのないもの、人の心に思い浮かんだことのないものを、神は彼を愛する者たちのために備えてくださいました。しかし、神はそれらを御霊によって私たちに啓示されました」。主は私たちのために、今ここに、主イエスの中にある豊かさを用意してくださいました。キリストの中にある彼の豊かさというカナン生活を用意してくださいました。「なぜならすべての豊かさが主イエスの中に宿っており、あなたたちは彼にあって完成されて（満ち足りて）いるからです」。私たちが今この豊かさの中に入ることを、主は願っておられます。


  今、私たちは光の中にある聖徒です。もし光の中にないなら、私たちは光の中にあるようにならなければなりません。私たちが栄光に至る時、そこには光の中にある子らのための嗣業、神を愛する者たちのために用意された嗣業があるでしょう。しかし、「私はあなたたちに対して霊の人に対するようには話すことができません」。そのため、あなたたちは「神が用意してくださったもの」を得ていません。ヘブルの信者たちも同じでした。ヘブル五・十二、「この方については言うべきことがたくさんありますが、私は話すことができません。あなたたちはそれに耐えることができません。なぜなら、あなたたちは時間的には教師になっていなければならないのに、依然としてキリストに関する初歩的原理を教えてもらう必要があるからです。（中略）この方については言うべきことがたくさんありますが、あなたたちはそれらに耐えられません」。なぜでしょう？あなたたちはどこか手前で止まってしまったのです。進み続けなかったのです。コリント人たちとヘブル人たちは成長するのをやめてしまっただけでなく、敵が状況を混乱させる危険性の中にありました。敵はそれをコリントで行っており、ヘブル人の信者たちの間でもしようとしていました。私たちは妥協や保留をせずに進み続けなければなりません。それが全き豊かさの中に入る唯一の安全な道です。私たちは引き下がってはなりません。このような状況を引き起こしたもの、あるいはこのような状況を引き起こそうとしているものは、何でも裁かなければなりません。士師たちが登場しなければなりません。


  主が私たちに自分自身を裁く恵みを与えてくださいますように。これは絶えず自分自身を分析する病的な内省を意味しません。それは束縛の道です。自己を裁くというこの問題は、すべて主と関係しています。主が示し、語り、要求されたものが何かあるでしょうか？主が知らせてくださったことが何かあるでしょうか？もし主が知らせておられないなら、あなたは安息することができます。あれこれ他のことを行うべきかどうかに関して、あなた自身の霊の中を調べ始めないでください。主を見続けてください。主との接触を保ってください。主が語られたら従ってください。しかし、主が主導権をとるようにしてください。主に主導権をとる機会を与えてください。私たちの霊的生活のすべての重荷を私たちが引き受けるのを、主は望んでおられません。主が私たちに望んでおられるのは、私たちを導くことだけです。それは、私たちが主と共に親密に歩んで、即時の完全な従順という道を維持するためです。「主が私に示されたことは何でも、私は彼の恵みにより、ためらわず熱心に行うよう努めてきました」と言えるなら、私たちは平安・安息・勝利・賛美の状態にあるにちがいありません。ですから、前進して戦いの中に入りなさい。なぜなら、もし何かを保留したり、主と口論したりしているなら、あなたは決して戦えないからです。


  これが述べうる他のいっさいのことに対する鍵であると思います。これに続くものはみな、その結果にすぎません。主が望んでおられるのは、私たちが徹底的従順によって全く降伏して明け渡すことです。これが特に問題とならない人もいると思います。あなたは主の御顔を見つめて、「拒んだり棚上げしたりしたことを主に示されたものを、私は何も知りません」と言えるでしょう。これは幸いな状態であり、このような状態にあることは可能です。しかし、覚えておいてください。あなたは絶望的状況に遭遇して、その状況に処する方法を知りたくなるかもしれません。


  霊的束縛の十中八九は、主と共に神のみこころの中を進み続けることを拒んだ点にまで遡れます。神の人は自分の働きのために徹底的に整えられなければなりません。これがまず第一に課題として私たちの心に臨まなければなりません。そして、私たちは神の御前で自分自身を訓練しなければなりません。しかし、私たちがその中に召されたもののために、彼もまた私たちを備えなければなりません。なぜなら、至る所にいる神の民の霊的状態と私たちは関係しているからです。これらの士師たちはみな、民の状態によって、個人的に厳しい苦しみに遭いました。そして、それによって彼らは士師になることができたのです。主が他の人々を解放するために一人の僕を用いようとされるとき、主はその僕にある個人的な経験を通らせなければなりません。その経験は今日のこの世の状態のように全体の状態に関するものです。主が望んでおられるのは、主の栄光へと至るものを回復することです。主はご自身の御言葉を私たちの心に印象づけなければなりません。


  



  第四章 霊の事柄のための霊的能力


  



  聖書朗読：黙示録二・八～三・一～六


  



  霊の力の回復に関して主が私たちを導いてこられたこの道について続けることにします。ご存じのように、私たちは私たちの光の大半を士師記から見いだしています。この書は霊的弱さと霊的失敗の書です。それは、主の民が完全に失敗したことを示しています、主が彼らのために備えられたものを、彼らは活かしきれなかったのです。彼らは霊的無能さ、束縛、敗北、圧制の状況の中に陥りました。私たちはこのとても恐ろしい物語――それは長期間にわたりました――から、霊の力の秘訣の幾つかを学ぼうとしています。そして、主が述べようと望んでおられることがこの主題全体の中枢である、と私は感じています。すべてが一つの響き、一つの強調点、一つの点に集約されるのを、それは示しています。


  さて、私たちはこの書を調べてきました。士師記を見てきました。主の民に敵対して働く勢力、優勢な悪の勢力を見てきました。これらの状況を対処するために起こされた人々の霊的意義を見ると、すべてを解き明かすものが実は一つだけあります。それは主の絶対的主権と至高性に関わることでした。それは他のすべてを包む一つのものであり、それにより他のすべては説明がつきます。それは、主の民の生活のあらゆる領域、あらゆる細部において、主の絶対的主権と至高性に対する大きな挑戦だったのです。


  すでに述べたように、士師記はヨシュア記に続くものであり、この事実によりこの書にはとても大きな意義があります。ヨシュア記に戻ると、ヨシュア記に記されていることはみな、主の完全な主権と絶対的主権を示していることが思い出されます。


  申命記の終わりの数章を読むと、徹底的勝利による占領に関する数々の輝かしい預言を見いだします――保証を見いだします。主はすでにすべてを確保しておられ、彼らがなすべきは、主がすでに所有しておられるものを信じる信仰を活用して、その立場に基づいて所有することだけでした。ヨシュア記を開くと、同じ点が強調されていることがわかります。主はそれを御手の中に持っておられます。主はすでにこの状況を完全に支配しておられますし、確かにご自身の敵をすべて徹底的かつ完全に打ち倒されました。彼らがその地に足を踏み入れる前に、主はすでにその地を彼らに与えておられました。彼らが前進するずっと前に、主の主権が高らかに宣言されます。その後、ヨシュアを通して、「これにより、天と地の主があなたたちと共におられることを、あなたたちは知ります。見よ、主の契約の箱があなたたちに先立ってヨルダン川の中へと進みます」（ヨシ三・十～十一）という言葉が発せられます。ご存じのように、これは主イエスが勝利のうちに死の中に入り、それを通過されたことを表しています。とても印象深いことに、これは次のことを暗示します。すなわち、主イエスが死と墓を通って勝利のうちに道を切り拓かれたがゆえに、主の民のために完全な支配が保証されているのです。そして、勝利のうちにその結果を十分かつ決定的に保持しておられる主が、その立場に基づいて彼らと共におられるのです。「これにより、生ける神があなたたちの間におられることを、あなたたちは知ります」（ヨシ三・十）。


  「天においても地においてもすべての権威がわたしに与えられています――見よ、わたしは常にあなたたちと共にいます」。主は率先して自らそれを保証してくださいました。彼は状況全体を支配される主です。そして、御言葉を全く疑わない信仰の中で、御言葉に基づいて前進することが、所有する方法です。エリコの周囲を七日間黙って包囲したことは、主の御手の中にある絶対的勝利を、疑わず、ためらわず、議論せずに受け入れたことを表しています。人々は見世物になること、笑われること、この奇妙な振る舞いに関するすべてを受け入れる覚悟をしました。なぜなら、信仰は常に、天然的観点からすると奇妙な馬鹿げた状況、天然の人から極端で風変わりに思われる状況の中に私たちを導くからです。しかし、彼らはそれをすべて受け入れました。「神を信じる」以外何もしてはならなかった事実、神は状況の支配者であられた事実により、信仰は完成されました。先立ってヨルダン川を渡ったあの箱は、全く首尾よく行くこと、すべては神の中でまた神によってなされることの印でした。


  ですから、この勝利の日々の最初からずっと、絶えざる進歩と勝利は、主は主権者であるというこの強調点にかかっていました。そして戦いで勝利を得るために――その戦いに関して彼らはすでに勝利を得ていました――彼らが出て行った時、一人の人が抜き身の剣を持ってエリコに向かって立ち、自分は主の軍勢の将として来た、と宣言しました。主の主権、私たちの救いの将であるキリストの将帥権は、彼がすでに征服者だからです。彼は主権により当時責任を担われました。実証されたのは主は主であるという事実、主は主権者であり、その主権は絶対であり、その支配は完全であり、状況全体に対する彼の優位性に関して何の疑いもないという事実でした。主は至高であること、彼は天と地の主であることが、それによって実証されました。それに続く士師記の不幸な結果はみな、この主権に対する反抗、この主権を主の民の間で無に帰そうとする強力な試みを表しています。


  主の主権と至高性は、主の民の経験と生活における真の戦場です。これがそれに関係していることです。士師記のすべてはこれによって説明がつきます。この書の中の主の民は、彼に主権を与えるどころではないことがわかります。主の御名は侮辱され、彼の勝利の証しは損なわれています。御旨であるヨシュア記の状況とは別の状況がはびこっています。


  神の民に敵対していた様々な勢力、そして彼らを束縛の中に陥らせ、彼らの力を奪い去って、失敗と弱さのこの状況を招いたこれらの勢力に関して、士師記の背景を調べるなら、それらはその民における主の主権を制限するこれらすべての手段や方法を表していることがわかります。これに目を留めなければなりません。この問題の大きな核心は、主の民が主の全き主権の中に立つことです。どうすれば、主の民を主の至高性から引き出したり、あるいはその中に入るのを妨げたりできるのでしょう？これらの勢力を見てください。そうすれば、新約聖書が大いに明らかにしていることに関する旧約の絵図が得られます。


  私たちは士師たちの最初であるオテニエルと、圧制を初めて打ち破るために彼が参入した戦いについて述べました。オテニエルはアラムの王であるクシャン・リシャタイムを対処しなければならなかったことを、私たちは見ました。アラムは後にバビロンになりました。また、これは地的・人間的に産出・構築された宗教というバビロンの体系全般を表すことを、私たちは見ました。それはこの書の中に見いだされる最初の圧政的権力であり、これをオテニエルは対処しなければなりませんでした。オテニエルは打倒して、オテニエルの時代の間ずっと、人々は勝利と支配の状況の中にありました。そこには解放と霊の力の回復がありました。


  とても単純な解釈により、これがこれまで述べてきたことといかに調和しているのかがわかります。宗教、キリスト教を導入すること――自分のクリスチャン生活を地的水準に落としてそれを人の産物とならせること――ほど、神の民の中の証しに関する神の至高性を難なく損なうために仕組まれたものはほとんどありません。私たちはこれを黙示録の中の諸教会への最初のメッセージである、エペソへのメッセージと関連付けました。ご存じのように、エペソ人への手紙の立場は天上にあります（彼は私たちを天上に座らせてくださいました）そして私たちの所有は天上にあります。嗣業、その地（ヨシュア記！）、キリストのあらゆる霊的祝福は天上にあります。そして、天上における戦いでこの手紙は終わります。


  彼のからだである教会の地位はとても高い地位です。教会はその命と豊かさを上から引き出します。これは人からではなく神からです。その地位を人間的操作や人の支配――統治や裁きに関する地的水準――から隔てておかなければなりません。そして、その民のためにすべてを主から得なければなりません。これがエペソ書の立場です。諸教会に対する黙示録の最初のメッセージでは、「あなたがどこから落ちたのか思い出しなさい」という恐ろしい非難が述べられています。天的地位は失われ、彼らはそれより低い水準に落ちました。主は次のような強烈で恐ろしい言葉を述べなければなりません。「とても良い、称賛すべき点もあるかもしれませんが、これは他のどれよりも重大です。なぜなら、そこでは天的・霊的地位が失われたからです」。「あなたは落ちました」。これはあなたがバビロンに来たことを意味します。黙示録を読み進んで、最後の方に近づくと、二つの絵図が並行しています。バビロンを取り扱っている絵図は、平野に、その水準に連れ出されて、そしてバビロンを示された使徒を示しています。次の章では、とても高い山に連れて行かれて、新しいエルサレム――天的なもの――を示される使徒を見ます。バビロン、地のものを見るのに高く上る必要はありません。それが最初に侵入して主権、主の主権の証しを損なったものでした。バビロンの侵入によって彼らは自分たちの天的地位を失いました。彼らは人間的判断の指示に従って行動し、天然的状況に沿って進みました。そして、聖霊は上から、主からすべてを治めてはおられませんでした。


  主権の問題は私たちにとって非常に重要な問題です。それは今日の問題です。主の民にとって最大の問題は、主の絶対的かつ完全な主権と卓越性を、御民においてまた御民を通して、表現・顕現させるという問題です。これは私たちがなすべき最大の、最も重要なことです。それは、あらゆる状況やあらゆる問題において、主が絶対的主権の中で切り抜けて、主の民がそれにあずかるという問題です。それはご自身の民の生活の中で顕現・表現される主イエスの絶対的主権です。これによって戦い、圧迫、誘惑、試練はすべて説明がつきます。敵がしようとしているのは、主の主権を失った立場に私たちを引きずりおろすことです。「天においても地においてもすべての権威がわたしに与えられています」という御言葉を私たちは引用しましたし、この御言葉を私たちは神の民のこの世での活動に関してよく引用しますが、この御言葉は今日どれくらい経験・享受されているでしょう？現状はほとんどその逆ではないでしょうか？そこそこ進みますが、その後、敗北して、止まってしまいます。道を徹底的にふさぐ勢力に遭遇します。そして、その地点で敵はあなたを笑います。これは今日、世界中の神の僕たちの多くの物語です。これは霊的な思いを持つ民がそうであることを認めているだけでなく、他の多くの形でこの事実が普遍的に告げられています。


  宣伝や、出し物の計画や、人々を教会に引き寄せて教会に来てもらうようにするための取り組みは、一体なぜでしょう？どうにかしてキリスト教を維持するために用いられているこのような膨大な量の事柄はみな、次のことを自ら白状するものであり、自ら暴露するものです。すなわち、霊的失敗を明らかにしているのです。これらすべての背後には、人々は神の要求に応じておらず、主に出会っていないという事実があります。人々を立ち上がらせて注目させるものを教会は持っていないという事実があります。


  他の多くの形でも、主イエスの主権は彼の民の中で十分ではない事実が暴露されています。私たちはこれを自分自身の経験から知っています。確かに、私たちは諸々の勢力――それらに対して私たちには何の力もありません――を知っています。自分自身の心の中ではわかっています。ああ、この力強いキリストの力が介入して諸々の状況を対処することが必要です。まさにそのとおりです。天と地における主の権威の行使以外の何ものも、主の民の間の現在の状況を対処できません。功を奏すために彼らが行おうとしていることはみな破綻します。敵に対してイエス・キリストの至高性がもっと十分に表されることが大いに必要です。彼はこの主権をご自身の民とは別に実証しようとはされません。もし彼らが妥協の状態に陥ろうものなら、主イエスの主権は後退します。地の水準に降りたせいで、このすべてが生じたのです。それはバビロンです。それは人の宗教体系であり、地から出た人造のキリスト教です。


  キリスト教は今日、大半がこの世からのものです。かつて力があったものは、今日、この世の庇護下にあります……彼らは維持と保持のために、影響力、力、富を持つ人々を求めています。どうにか維持してもらって、進み続けさせてもらうために、この世のものを何でも求めています。彼らはあの束縛の中に陥り、彼らの証しを失いました。有名人に参加してもらって、自分のキリスト教活動を人気あるものにすることが、今日の慣わしです。これがそうであるかぎり、主イエスの至高性に関する真の証しはありません。それはその立場を失いました。この地上、この世のものになりました。ここからオテニエルは開始しました。イスラエルのために彼が直面したのは、原理的にはこれでした。それに続くものはみな、この同じことの別の面にすぎません。


  エホデが次に登場します。エホデはエグロンを対処しなければなりませんでしたが、エグロンは同盟の長でした。彼のもとにモアブ、アンモン、アマレク、オテニエルの死後イスラエルを束縛・敗北・弱さの中に陥らせたこれらすべての者たちが集まりました。モアブはロトを通して生じたイスラエルの天然的な親族でした。ロトはアブラハムに従いました。アブラハムは主に従いましたが、ロトはどこでもアブラハムに従いました。しかしついにある日、彼は自分自身の立場を明らかにせざるをえなくなりました。彼は自分自身の足で立たざるをえない地点に追い込まれ、ソドムの方角にあるよく潤った緑地を選びました。この惨めな物語はすべてご存じでしょう。アンモンもロトの長女の子でした――さらに悪いことに――イスラエルと天然的関係にありました。アマレクはエサウから出ました。私たちはエサウの物語を知っています。彼は御霊に属する事柄、神に属する事柄を蔑み、自分の生得権を売りました。ああ、なんという分があの生得権の中に含まれていたことか！その後、永遠に、主はアブラハムの神、イサクの神、ヤコブの神として知られることになりました。ヤコブがその中に入ったのは、エサウが彼の生得権を売ったからです。イスラエル――神の皇子――となったヤコブの神。エサウはこれを一杯のスープのために売りました。これはみなイスラエルとの肉における天然的関係であり、アブラハムの真の霊的産物ではありません。この信仰の人、神と共に歩んだこの人から直接発したものではありません。それは反対の関係です。これをすべてまとめて、それが何を表すのかを見てください。口先だけで中身がなかったのです。これらのものが入り込みました。それが示唆するところはこの線に沿ったものでした。


  さあ、私たちはもともとイスラエルと関係しています。なぜ私たちは滅ぼされなければならないのでしょう？なぜ一緒に暮らしてはいけないのでしょう、なぜ私たちは物を共有してはならないのでしょう？私たちの間にこの天然的つながりがあることがわかります。これはなんと巧妙でしょう。今日、教会の不幸は何でしょう？口先だけの者たちと真の信者たちとのつながりや関係――混ざり合った群衆――です。この人々は神の事柄の中に入って来ましたが、新生によってではありません。彼らは肉の経路に沿って入ってきました。そして、彼らは口先だけの何らかの関係を持つがゆえに、自分たちは同じ事柄、同じ神を信じており、同じ関心を持っていると公言します。そして、そのような天然的つながりがあるので、主の民は「ああ、彼らはとても良い人々です。彼らは良い意図を持っています……」と言いました。彼らは、これらの人々が上から生まれているのかどうかについて、問題の根幹に迫りませんでした。


  新生の問題は、私たちが理解している以上に遥かに大きな問題です。この問題は神の教会の証し全体に影響を及ぼします。悪魔がしてきたのは、真に上から生まれていない人々を入り込ませることによって、イエス・キリストの主権についての証しを損なうことです。主の民は力を奪われています。これが主イエス・キリストの絶対的卓越性についての証しを滅ぼす敵の方法でした。それは三重の天然的関係であり、これを滅ぼせと主は言われました。


  これを言うのは難しいように思われるのですが、たんなる口先だけの者はすべてほふられなければならないという感覚があります。これはもちろん文字どおりの意味ではありません。彼らは十字架に行ってほふられ、キリストと共に新しい命の中によみがえらされなければならない、という意味です。あなたは十字架によってとても強く打たれなければなりません。さもないと、証しは損なわれることになります。ローマ人への手紙は救われていない者ではなく信者たちに対して書かれました。ローマ人への手紙の意義はこれに尽きます。もし八章と共に登場する御霊の中にある主権の生活を知ろうとするなら、それを知ることができるのは六章の死の生活を知る時だけです。キリストと共に死ぬこと、これが中に入る道です。


  十字架のメッセージは、口先だけの者たちを中身のある者たちから、見せかけを実際からふるい分けるのに必要です。そして、これは今日、多くの人にとってとても厳粛かつ深刻な問題です。肉は十字架につけられることに憤り、死ぬことに憤ります。善良ではあるけれども口先だけのクリスチャンの群衆と共にあなたは長い道のりを行けますが、それはキリストとの一体化が実際的な問題になるまでのことです。その時、戦いが生じます。悪の勢力は全くの不信者たちの中に宿っているのと同じように、口先だけの者たちの中にも宿っています。これは敵の巧妙な活動の一つです。敵は露骨な無信仰によってはそうすることができませんでしたが、「私はあなたたちと同じです」と公言する人々を入り込ませます。しかし、彼らは死んだことが決してなく、キリストと共に十字架につけられることがどういうことか知りません。つまり、自分たちの生活の中で彼の十字架を実際的な形で経験したことがありません。


  エホデはこれを対処しなければなりませんでした。彼は太った人であるエグロンを対処しなければなりませんでした。さて、聖書に記されていることにはみな意義があります。エグロンは円もしくは丸いことを意味します。聖書は「さて、エグロンはとても太った人だった」と述べています。とても太った人は、あまり多くのエネルギーを使ったことのない人です（気に障ったらすみません！）。たんなる口先だけの者は、とても自己充足しており、自分のことでいっぱいで真の霊のエネルギーや力に欠ける、という気配を帯びています。それは一種の満ち足りて自己満足・自己充足しているものであり、決してあまり多くのことを行いません。エグロンは彼の夏の部屋で素晴らしい快適な時を過ごしていました。この肉、この満ち足りた、快適で、宗教界の中で自己満足している天然の人が入って来て、神の民を支配します。「円」を意味する彼の名は、口先だけの者は円を描いて進み、決してどこにも辿り着かないことを示唆するように思われます。口先だけの者――これがエグロンです。そしてエホデはこれを、それ自身の立場に基づいて、神の御言葉という両刃の剣を用いて対処しました。そして、口先だけのものと本物とを真っ二つに切り分けるほどに刺し通しました。エホデの名が「告白」を意味するのは興味深いです。彼は口先だけのものに反対しました。この二つの証しの間には大きな違いがあります。その詳細は霊的背景の上にとても多くの光を投じます。


  主が私たちに述べようとしておられるのは次のことのように思われます。すなわち、霊の力は主イエスの全き主権の中に立つ問題であり、それをあなたの生活の中で個人的・団体的に知る問題なのです。それに必要不可欠なのは、あなたが主を生き生きとした個人的・実際的方法で知ることであり、あなたの生活がたんなるキリスト教的生活ではなくなることです――あなたがその中にあるのは、その中にいることが良いことだからでも、自分に宗教的傾向があるからそれに興味を持っているからでもなく、その中にいざるをえないからです。あなたはその中に上から生まれたのです。


  最も霊的な事柄に関しても、多くの非戦闘員がいるおそれがあります。彼らがその中にいるのは、そこから出るのを恐れているからです。彼らは撤退しようとしません。それは自分に何が起きるのかを恐れているため、あるいはその中に友人がいるため、あるいはそれに個人的関心を持っているため、あるいはそれに全く同意しているためです。主に私たちの心を探ってもらってこう自問しましょう、「なぜ私はこの中にいるのでしょう？私がその中にいるのは、上からその中に入ったからでしょうか？神がご自身に関する強力な経験に基づいて私をその中に置かれたので、それ以外どうしようもないためでしょうか？それは辞めたり、引き下がったり、他の何かに行ったりできるものではなく、私の命なのです」。神がそこに一つの民を獲得される時、彼の主権が宣言される扉が開かれます。とても多くの人々は隅にいて傍観しています。それが正しいのかどうか全く確信がなく、それは完全に安全なのかどうか疑問に思っています。そして、状況を分析しています。これは彼らがその中にいない証拠です。主の主権は、その中におらず、そしてその中に上から入ったことのない人々のせいで、停滞させられるおそれがあります。


  私たちは神に属する事柄の中に上から入らなければなりません。協会や運動に加わるようにキリスト教に加わることはできません。そのように神の事柄の中に入ることはできません。「上から入る」という言葉で私が何を言わんとしているのか、あなたは疑問に思っておられるでしょう。私が言わんとしているのは、あなたは死んで葬られ、今や天の側から中に入ったということです。それは開かれた天を通ってであり、あなた自身の心の中にイエス・キリストが啓示されるという方法によってです。これはあなたにとって地的な事では全くありません。その起源は天にあります。


  もう一つの点は、私たちは十字架の道によりクリスチャンの男性や女性を得ることに懸命にならなければならないということです。この肉の働きはすべて、この主権の証しを麻痺させます。なぜなら、それは天的ではないものを生み出すからです。それがこの地上にあります。あなたが得たのは口先だけの言葉でしょうか、それとも中身のある言葉でしょうか？エホデ、デボラ、バラク、ギデオン、エフタと最後のサムソンは、同じことを別の角度から示します。デボラとバラクはハゾルの王であるヤビンに立ち向かいました。ハゾルの王ヤビンとその軍勢の長であるシセラに、デボラとバラクは直面しなければなりませんでした。なぜなら、彼らがイスラエルを支配していたからです。私たちは解放の器たちについて十分に見ることはしませんが、束縛と弱さを招いたものを見ることにします。それで、この箇所はハゾルの王ヤビンを示しています。ヤビンは「理解力」を意味します。霊的束縛の中に陥ることについて考えているのに、これは奇妙な名前です。なぜなら、霊的理解は解放の道だからです。方角に関する聖書の予型では、南は太陽の道であり、北は暗闇の道です。ヤビンは北から来ます。そして、彼の名は「理解力」です。「理解力を暗くされて」いましたが、それでも自分には素晴らしい理解力があると信じていたのです。コリントの問題はこれに尽きました。パウロは言いました、「私はあなたたちに対して霊の人に対するように話すことができず、むしろ赤子に対して話すように話しました。私はあなたたちを乳で養いました」。なぜでしょう？この世の知恵と、天然の人の知恵と理解力のせいです。


  私の過去の生活、務めの年月を振り返ると、とても熱心で、とても献身的でしたが、あまりにも力に欠けていました…それは「知的な」務めでした。（どうか誤解しないでください。私は自分の知性について述べているのではなく、務めの大部分は「頭の中の知識」だったということです。）私は哲学や心理学に長けており、これをみな務めの中に持ち込みました。私は詩や文学を大いに引用できましたが、その霊的衝撃力は「あなたは私の言っていることがわかりますか？」というものでした。それは前に述べた霊的知識・霊的知性・啓示や、知恵と啓示の霊とは正反対でした。


  さて、ヤビンは北から来て、その名は「理解力」を意味しました。彼はイスラエルを束縛の中に陥らせました。あなたたちが自分の頭脳を霊の事柄の中に投影して、霊の事柄を天然的理解力によって把握しようとするやいなや、あなたたちは敗北し、束縛の中に陥り、弱められ、麻痺します。あなたたちはいつも霊の事柄を知的に把握しようとしています。あなたたちの頭脳をその中に投入しようとしています。しかし、あなたたちに欠けているのは、聖霊が突然あなたの心の中に一条の光を射し込ませてくださり、「それについてはすっかりわかりました」と言えるようになることです。あなたたちは常に自分の頭脳に捕われてきました。あなたたちの天然的な知性をほふりなさい――天然的な知性を十字架につけなさい。「さて天然の人は神の霊の事柄を受け入れません。それらは彼には愚かなものだからです。また、それらを知ることもできません。なぜなら、それらは霊的に理解されるものだからです」。「しかし、霊の人はすべてのことを理解しますが、自分自身はだれからも判断されません」。主イエスが謎だったのと同じように、霊の人も謎です。「この人は学んだことがないのに、どこでこの知識を得たのでしょう？」。ナザレ出身の人である彼は、宮に上って行って、エルサレムの宮で教え始められました。そこには秘密の知識がありました。その知識は奥義であり、決して学校や知的思考では得られません。それは神との交わりという方法で臨みます。そして、御霊によるこの啓示は強力です。最も単純なクリスチャンでもそれを得ることができます。それは年の問題ではありません。とても若くても、とても幸いな方法で主を知ることができるのです。


  ある人が救われて、二、三週間後には、救われて四十年の人よりも遥か先に進んでいるのを目にすることもありえます。それは主との、そして神の事柄の現実との、あの生き生きとした交わりによります。あなたの成長を大いに遅らせ続けるものは知的理解です。「この時代の神が知性を盲目にして、光が……」。それは霊的理解力の問題であり、それに対して地獄の全勢力が抵抗している問題です。なぜなら、それは敵の数々の働きを滅ぼす強力な要素だからです。ヤビンを滅ぼさなければなりません。そして、バラクの助けによりデボラがこれを行います。天然的知性はあなたを束縛の中に陥らせて、あなたから霊の力を奪うおそれがあります。天然的知性は十字架に行かなければなりません。そして、私たちは霊の事柄のための霊的能力を得なければなりません。もしあなたがこれを頭で理解しようとするなら、頭が痛くなるでしょう。「これを私の霊の中に示してください」と主に求めるなら、それによってあなたは解放されて、主イエスの主権が見える所に導かれるでしょう。


  私はミデアン人を対処しなければなりません。今日、彼らは私たちの大問題の一つです。ギデオンはミデアン人を対処しました。彼らは、多くの言葉でイスラエルを呪いの下に陥らせるために、バラムを雇いました。イスラエルは主の力と栄光の中にありました。旧約聖書に記されている麗しい事柄の一つは、神がバラムに強制的に言わせたことです。彼の口が発したのはとても素晴らしいことでしたが、その実現を彼は望みませんでした。しかし、イスラエルを呪って、それで主の栄光を損なうためにバラムを雇ったのはミデアン人でした。この直接的呪いは失敗しましたが、あなたはこの物語をご存じでしょう。バラムの心は現在の上に定まっており、そこで彼はイスラエルに姦淫を犯すことを教えました。つまり、周囲の諸国民と同盟を結ぶことです。この世との同盟――これが霊的姦淫の意味です。その結果、イスラエルは倒れて彼らの証しを失いました。ミデアンはこの世と世的同盟を表しています。とても奇妙なことに、ミデアンという名は「争い」を意味します。これまで、神の民とこの世との間の同盟が大半の争いの大きなきっかけだったのではないでしょうか？神の民の間にこの世のものを導入するなら、まもなく混乱や争いが生じます。全く主から出ている美点があったとしても、もしだれかが少しでもこの世的なものを導入するなら、まもなくそれはすべてバラバラに引き裂かれてしまいます。今日、この争いはこの一事によります。この世は常に神からのものの中に入り込もうとします。だれかが世的方針、世的方法、世的手段、世的判断を持ち込むと、主のもとに行ってそうしたいっさいのことについて主に信頼する代わりに、それらを受け入れてしまいます。もし世的な方針が導入されるなら、それは引き裂かれて、争いが生じます。これがミデアンです。


  あなたはどうするつもりでしょう？主を確かに知っており、私たちよりもずっと長く主と共に歩んできたこれらの親愛なる神の民が、それでも世的な要素を含むものに逸れていくのを見るのは、とても辛いことです。私たちは妥協するのでしょうか？


  ペテロはパウロのだいぶ前に救われました。ペテロは主が肉体の中におられた日々、主と共に歩みました。ペテロは十字架につけられ、復活し、天に迎えられたキリストを見ました。ペテロはペンテコステと聖霊降臨の場に居合わせて、聖霊の力の中で宣べ伝えました。彼は大群衆の救いに用いられました。ペテロは教会の柱の一人です。しかしガラテヤ人の手紙を開いて読み始めると、ずっと後に登場したパウロがこう述べています、「ペテロが下って来た時、私は面と向かって彼に抗議しました（中略）なぜなら、ある人々がエルサレムから下って来る前は、彼も中に入って異邦人たちと共に食事をしていたのに、ヤコブと他の数人がやってきたら退いたからです」。妥協です。名声のための妥協、兄弟たちにどう思われるのかを気にするがゆえの妥協です！パウロは「私は面と向かって彼に抗議しました」と述べています。ここに比較的信仰の若い人がいて、妥協せず、使徒たちの長の一人に抗議します。これは年の問題ではありません。原則の問題です。人々がどれだけ長くこの道にあったかではなく、偶像を避ける問題です。彼らは「私たちはあなたよりも主をよく知っています」と言いますが、それが原則の問題なのかどうかを決して気にしません。あなたは人から色々なことを思われる危険を冒さなければなりませんが、自分の立場に立たなければなりません。何があっても、どんな代価を払っても、この世の何ものも中に入れてはなりません。


  ハゾルの王であるヤビンを打ちなさい。今日、この働きをするギデオンたちを主は起こさなければなりません。これらのものはみな、霊の事柄の領域の中に入って来て支配する天然の命の何らかの様相や面を表しています。それは霊の力を損ない、彼の民における主イエスの絶対的至高性に対して直接反対します。多くの争点があるかもしれませんが、決定的な一つの問題は「誰が主になるのか？イエス・キリストか、それともこの世の神か？」ということです。興味深いことに、コリント人たちに対してこの両方のことが述べられています。「この世の神が盲目にしました」……「私たちはイエス・キリストを主として宣べ伝えます」。これらがその結果であり、次のような根拠に基づいて決着がつきます。すなわち、肉とこの世という天然的要素、天然的理解力や天然的知性が、どれだけ徹底的にほふられて、私たち自身がどれだけ無に帰すための道具となったのか、という根拠です。どうか私たちがそのような道具となりますように。


  



  第五章 主を私たちの命として知る


  



  聖書朗読：士師記六・二四、ヘブル十三・二〇～二一、黙示録二・十四、十七、一ヨハネ二・十四～十七、一ヨハネ四・四～六、ヨハネ五・四～五


  



  この特別集会では霊の力の回復の問題に専念してきました。聖書的には、その背景の大半は士師記です。この書を網羅したわけでは決してありませんが、それでもここには霊の力の回復というこの大問題に関する主の民への教えが多くあります。しかし今、主はこの書の一つの箇所に私たちを専念させようとしておられるように感じます。それは六章と七章のギデオンに関する箇所についてです。


  この士師記は霊的弱さと失敗の書であることを私たちは見てきました。そこに示されている主の民の失敗と弱さから、弱さの原因は何か、したがって力の秘訣は何かを、私たちは学びます。さて、ギデオンに関してこの問題全体を取り上げるのはほぼ不可能です。私たちはごく少数の点で満足しなければなりません。しかし、それらの点は私たちにとってとても大きな益になると私は信じています。


  四章ではギデオンとミデアン人について述べました。そして、ミデアン人の歴史は御民の間で神に属する事柄に干渉するこの世の歴史を示している、と述べました。繰り返させてもらうと、ミデアン人がモアブ人と共にバラムを雇いました。それはイスラエル人を呪い、それによって彼らを束縛・敗北・麻痺・弱さ・恥辱の状態の下に陥らせるためでした。これは直接的方法では成就しませんでしたが、間接的方法で最終的に成功しました。バラムは呪うのではなく祝福するよう強いられましたが、霊的姦淫を犯すようイスラエルをそそのかすことによって同じ成果をあげました。つまり、周りの諸国民と宗教的に同盟を組むようそそのかしたのです。ですから、バラム主義とはこの世が神の事柄と関係を持つのを許すこと、神の民がこの世との交わりや関係の中に入るのを許すことです。これがおそらく何ものにもまして神の民を霊的弱さの中に陥らせたものです。見識のある人ならだれでも、次のことがはっきりとわかります。すなわち、神の民を麻痺させる敵の一大戦略は、これまでずっと、何らかの方法や何らかの形で、彼らとこの世の間にある関係を生じさせることだったのです。彼らがこの世との交わりの中に入る時、彼らの力は損なわれ、自由は奪われます。そして、彼らは自分たちが麻痺的束縛の中にあることに気づきます。


  これに関する主ご自身の御心が何か、私たちは読みました。ヨハネはこの御心をとてもはっきりと私たちに示します。この世からのもの、あるいはこの世にあるもの、肉の欲、目の欲、暮らし向きの自慢はみな、この世からであり、神に敵対しています。これはミデアン人でありバラム主義です、これこそが、先ほど黙示録から読んだこの教会に対する「あなたのところにはバラムの教えを教える者たちがいる」という重大な非難を招いたものです。もっと簡単に言い換えると、次のようになります。すなわち、そこには世的方法、世的手段・供給源、世的方針を神の事柄の領域の中に、そして神の民の間の中に導入する人々がいたのです。


  まさにこの点に関して、私たちはみな、理解している以上に遥かに狡猾な攻撃を受けています。これは醜悪な俗っぽさを導入する問題であるだけではありません。時として、世的な知恵を少しばかり導入する問題でもあります。例えば、決定を下すとき、全く聖霊からのものではないのに、私たちは人の標準的な価値観や判断を用いてしまいます。また、時として私たちは、利益を得るために、抵抗の少ない道を取るよう誘惑されます。圧迫、逆境、試練の日に、あらゆることで主に信頼する高い立場から降りて、その状況に処するために主にすがらないのです。その代わりに、私たちはその状況に処する都合の良い道に向かってしまいます……これはご都合主義であり、切り抜けるために人間的交渉、支援、肉の煽動に少しばかり向かうことです。これはみなこの世の霊であり、時々とても巧妙な形で働きます。そして、それが道を指図したり、決定を支配する時、妥協の状態が生じます。この状況では、聖霊はなすすべもなく引き下がっていなければならず、私たちがそれに取り組むままにされます。そして、私たちは自分たちが恐ろしい束縛と霊的弱さの中にあることに気づきます。この誘惑によって、今日、主の民の大勢が打ち負かされています。


  今日の状況はまさにこのような類のことで穴だらけです――偉大な僕たちが神によって起こされ、用いられます。それらの僕たちは全く神からであり、信仰の人、信仰の僕であって、神の力と神の信仰を証しします。それは神に信頼することによってであり、助けを求めて肉や世に決して頼りません。この人々はまさにこの線に沿って攻撃を受けつつあり、彼らの高い立場から降りつつあります。訴えをし始めて、自分たちの必要をあらゆる方面に知らせ、支援や名声を得ようとし始めつつあります……これをあなたはすっかりご存じでしょう。これは霊の命を麻痺させるものの侵入を表しています。あらゆる領域とあらゆる事柄における神の絶対的主権の証しを損なうために、敵は巧妙に行動しています。それはご自身の道を進む神の主権を損なうためです。


  これがミデアン人の正体であり、あなたがこの問題に取り組む時、ミデアン人が顕わになります。ミデアン人に関してなんと多く述べられていることでしょう。彼らがその国を制圧していたのです！彼らは砂やイナゴのような大群でした。彼らはすべてを食い尽くしました……まさに神の食物をも食い尽くしました。そしてこの箇所で、ギデオンはミデアン人を恐れるがゆえに、壁の後に少しの穀物を貯えて、それをぶどう絞り場に隠そうとしています。なぜこのような霊的飢饉があるのでしょう？なぜこれほど食糧問題が深刻で、至る所で人々は「私たちは霊の糧を得られません。みな抜け殻で、イナゴが食い尽くしてしまいました」と言っているのでしょう？これはこの世が神の民の間で神の事柄を牛耳っている必然的結果です。


  教会はこの世によって捕われ、この世によって穴だらけにされてきました。教会はこの世とその供給源に頼っています。その結果、食物はなくなりました。私たちは、今日の私たちの周囲の状況の性質を理解しなければなりません。人々は霊の糧に飢えています。これを理解することと、その理由を知ることとは別問題です。その理由を知らなければ、それを扱うことはできません。それは主がご自身の民の全き分ではないためです。ですから、主が絶対的にご自身の民の分である地点、主が全き分であって主以外の何も見ない地点に立ち返らなければなりません。そして主がすべてとなってご自身の地位を得られる時、あなたは十分な栄養を受けて養われ、主はご自身の権益を顧みることができるようになります。ミデアン人はすべてを食い尽くします。彼らはあの巧妙な関係を表しています。それは、主ではなくこの世を見ることであり、主の事柄に関して主ではなく他の供給源を当てにすることです。その結果は霊的弱さです。これはあなたをギデオンの件に導きます。


  ギデオンの箇所に来ると、主は言わば壁の後にやって来て、木の下に座し、ギデオンがミデアン人から少しの食物を保とうとして隠れて働いているのをご覧になります。その後、彼はギデオンに「勇敢な勇者よ、主はあなたと共におられます」というきわめて驚くべき言葉を語られます！彼は到底勇者などではありませんでした。「私は私の父の家で最も小さな者です……」。彼は試されて、彼の父の偶像、画像、林を破壊するよう命じられた時、それを夜に行いました。それを昼に行うのが怖かったからです。その後、彼は行動する前に神を三回試しました。勇敢な勇者！これから私は大きな慰めを受けます。


  今日、主はギデオンのような僕を欲しておられます。というのは、主はありのままのギデオンではなく、これから主が造り変えようとしているギデオンを召されたからです。主はギデオンのことを、彼の中におけるご自身の取り扱いと活動の成果としてご覧になりました。主は彼のことを、将来勇敢な勇者になる者としてご覧になったのであり、当時の彼をご覧になったのではありません。ペテロにも全く同じことが起きました。「あなたはシモンです。あなたはペテロと呼ばれることになります」。「あなたはペテロです。この岩の上に……」――この言葉を語られた後、ペテロは誓いと呪いをもって主を否み、女中に立ち向かうことすらできませんでした！ペトロスすなわち岩なのにです。主がご覧になっていたのはありのままのペテロではなく、彼を取り扱った後の彼の姿だったのです。


  主は無であるものをまるで有るかのように召されます。主はこの人の中に聖霊のエネルギーの可能性をご覧になりました。そこで生来の彼の性質にしたがってではなく、ご自身の恵みと力にしたがって彼を召されました。私たち全員に望みがあります。「勇敢な勇者よ、主はあなたと共におられます」――これは生来のあなたや私のことではありません。主が私たちに対してご自身の道を獲得された時のあなたや私のことです。さて、これはいつ起きたのでしょう？「そして主の霊がギデオンの上に臨んだ」――そしてその後これが始まりました。大事なのは私たちがいかなる者かではなく、聖霊がいかなる方かです。聖霊が来臨される時、事が起きます。これが力の秘訣です。力は私たちと共にではなく、主と共にあります。


  さて、次の出来事はギデオンが問いを発したことであることに気づきます。それは麗しい問いです。それは議論のように聞こえます。「主が私たちと共におられるなら、どうしてこのようなことが私たちに降りかかったのでしょう？」。ここで言葉が一つ変わっているのがわかるでしょうか？どうしてこのようなことが「私」にではなく「私たち」に降りかかったのでしょう。この意義がわかったでしょうか？ギデオンは自分自身に生きていたのではありませんし、自分自身のために生きていたのでもありませんでした。彼は彼の民と密接に苦難を共にしていたのです。神の民と密接に苦難を共にしないかぎり、神に用いられる僕には決してなれません。ご自身の民から離れて立って彼らを攻撃するような僕を神は用いられません。ダニエルの務めを得たければ、彼の重荷を負わなければなりません。エズラの務めを得たければ、彼が持っていた情熱を持たなければなりません。彼は状況のゆえに心から苦しんで、神の前で顔を伏せました。彼は主の民の霊的状態を案じていたのです。


  主が得ようとしておられるのは、離れたところに置いて方々のご自身の民の霊的状態をこきおろすためのものではなく、共に苦しむことによって彼らを助けるものです。この僕は彼らを心に留めます。自惚れに注意しなさい。何らかの経験のゆえに「自分は他の人たちよりもましである」と考えて、彼らがあるべき所にないという理由で他の人々を「攻撃」し始めてはなりません。神の御言葉を最初から最後まで見るなら、この原則が続いていることがわかります。すなわち、ご自身の民の状況を対処するために神が僕を起こされる時は常に、その僕は恐ろしく苦しむのです。エゼキエルは「彼らが座していた所に座し」ました。状況に接してそれに圧倒される人は損害を被ります。イザヤ、エレミヤ、エゼキエル、パウロはみなこの域に達しました。パウロは言いました、「私は私の兄弟たちのためなら、自分自身が呪われることを望みます」。彼らをこきおろすのではなく、彼らの苦しみの中で苦しみます。彼は状況に深く触れます。このような類の僕を主は得なければなりません。すなわち、ありのままの状況に同情しつつ交わりを持つ人です。


  これが主に対するギデオンの返答でした。霊の力の回復の問題では、私たちは進みながら断片を拾い集めなければなりません。これがその道です。その後、信仰を構成する神の働きが始まりました。それはギデオンを神の御心どおりの地点に導くためです。神の御心では、彼は勇敢な勇者でした。しかし、彼自身はそうではありませんでした。そこで、彼が神の御思いどおりの者になる過程が始まりました。そして、それは信仰が構成される過程であり、彼の将来の務めの間ずっと彼がその上に立つべき信仰の基礎でした。というのは、霊的にはびこっていた東方の民の手からギデオンがイスラエルを解放したのは、強力な信仰に基づいていたことがわかるからです。


  ヘブル十一章「私はさらに何を言いましょうか。ギデオン、バラク等々について述べるには時間が足りません。彼らは信仰を通して……」。それはこのような類の信仰です。そして、構成されなければならなかったのは、神を信じる信仰でした。それは、この事柄、この強大な勢力を力強く投げ倒し、絡みついて麻痺させるこの世とその圧政から主の民を解放するためでした。これが世に打ち勝つ勝利、すなわち私たちの信仰です。そのような信仰を構成するには、深刻な経験の道を通らなければなりません。これらの士師たちはみな、イスラエルを解放できる地点に到達するために、ある経験を通らなければなりませんでした。弱さの時代に、解放の務めや霊の力の秘訣を見いだすには、神があなたを通らせる深刻な経験が必要です。その経験の中で、そしてその経験によって、あなたは神に信頼することを学びます。信仰の何たるかを学びます。私たちの多くにとって、それは長引いているものであり、ギデオンに対する単純な試練によって示されています。これらの試練を見る時、三つの点に気をつけてください。


  第一に、彼のいけにえです。彼の祭壇が築かれ、その上に彼のいけにえが置かれました。そして、主の御使いがそれに触れると、それは燃やし尽くされて、火の中で上って行きました。ここでギデオンは自分を主にささげて、主が自分を受け入れてくださったことを自ら目撃します。この贈物は、自分自身を主にささげる贈物・行為を表していました。「ですから、兄弟たちよ、神のあわれみによってあなたたちに懇願します。どうかあなたたちの体を、神に受け入れられる、聖なる、生きたいけにえとしてささげなさい」（ロマ十二・一）。すべてが焼き尽くされて主に届きました。そして、あなたは主のものであり、主に受け入れられたという証しがなされます。ギデオンが彼のいけにえを持ってきた時、彼の試練は、主は受け入れてくださるのか、そして、受け入れたことを主は示してくださるのか、ということでした。これが彼の信仰を構成する第一段階です。この原則は次のように有効です。すなわち、神の力の中であなたが自分の務めに踏み出す前に、主は喜んで自分を受け入れてくださるという保証を、あなたは自分の心の中に得なければならないのです。


  主イエスはヨルダン川を通って、ご自身をささげられました。型として、ヨルダン川で御父に全焼の供え物をささげられたのです。死、葬り、復活の中でです。マルコによる福音書は「あなたはわたしの愛する子、わたしはあなたを喜ぶ」と述べています。ルカとマタイは「これはわたしの愛する子」と述べています。この変化は意義深いです。なぜなら、マルコでは重点は主の僕だからです。この僕が力ある神聖な奉仕に踏み出す前に、自分は神に受け入れられているという証しを彼は得なければなりません。そして次に、その奉仕の結果、主は喜んでおられるがゆえに、他の人々の注意をその御方に引きます。これがギデオンに見られます。まず第一に、彼がしたことのゆえに人々は彼を殺そうとしました。彼は自分の供え物を主にささげて、主は喜んでおられるという証しを得ました。そしてその後、彼を殺そうとした人々ですら彼の下に集まりました。まるで主がこの人に注意を引かれたかのようです。神が彼を受け入れられたので、彼らは彼を受け入れなければなりませんでした。


  弱さの時代にあって、次のことに決着がついていないなら、私たちは神にとって何の役にも立ちません。すなわち、キリストは復活されたこと、神はキリストのゆえに私たちを受け入れてくださったこと、この愛されている御方にあって私たちは愛されていることです。とても多くの人は依然としてこれを確信していません。主は自分たちを大いに喜んでいて本当に自分たちを愛してくださっているのか、それとも、主は自分たちに敵対しておられるのか、彼らは戸惑っています。そして、主はそもそも自分たちを喜んでおられるのかどうかに関して、彼らは絶え間ない恐るべき内省の中を堂々巡りしています。彼らは束縛の中にあり、他の魂を解放するために手を上げることができません。大事なのは私たちがいかなる者なのかではなく、神の恵みは私たちをいかなる者にできるのかです。神の恵みのゆえに、私たちは愛されている御方にあって受け入れられています。神はキリストのゆえに私たちを受け入れてくださいました。そして私たちの欠け目はみな、キリストのパースンによって埋め合わされています。彼は私たちの十全性となって、是認の明確な証拠をもって神の御前に立つ立場を私たちに与えてくださいました。これはみな恵みによります。私たちがいかなる者なのかにはよりません。もし私たちが自分自身を全く主にささげるなら（あなたはそうしましたか？）、主は御子の完全性をすべてもたらし、それらを私たちの口座に繰り入れて、御子のゆえに私たちは愛されている御方にあって受け入れられていることの保証を私たちに与えてくださいます。これに決着をつけなさい、そうすればさらなる一歩を踏み出すことができます。これに決着をつけないかぎり、あなたは弱さ、束縛、敗北、無力さの中にあります。ですから彼は自分の供え物を、神に受け入れられるかどうかの試金石として、主にささげました。これが彼の訓練の第一段階でした。その時、彼は主を少しばかり信じたのです！


  二番目と三番目の試練は羊毛に関してでした。ほとんどの人はこの羊毛の件を誤解しています。あなたは人々が自分たちの羊毛で「主を試そう」と言うのを耳にしてきました。しかし、神はそれよりもずっと適切な根拠を私たちに与えてくださっています。それは主を辱めることですが、この羊毛の件には無限の価値があります。まず第一に彼は言いました、「この羊毛を外に置くことにします。その上にだけ露が下りて、周囲はすべて乾いているようにしてください」。主は彼の吟味を受け入れました。朝、地面は乾いていましたが、羊毛を絞ると桶は露で一杯になりました。次の夜、彼は言いました、「主よ、さらに吟味することをお許しください」。主は再び恵み深くあられました。彼は信仰を構成されつつあったのです。彼はギデオンが求めたことを行われました。翌朝、羊毛は乾いていましたが、周囲の地面はすべて湿っていました。これらの吟味で、ギデオンが祭壇を築いていけにえをささげ、その場所の名を「エホバ・シャローム」すなわちエホバは平和であると呼んだことに注意してください。


  ギデオンの状況を説明するためにヘブル十三・二〇～二一を見てください。パウロはギデオンの羊毛について説明しています。彼はそれを主イエスの死、葬り、復活と関連付けて見事に説明します。この羊毛はいけにえの皮です。あの小羊たる方はほふられて剥ぎ取られました。それは祭壇と関係しています。主イエスの死と復活という理由により、パウロの生涯に何かが起きました。それは二つの面で天然に全く反するものであり、神の絶対的至高性を永遠に証しするものです。「それは、それによってイエスが死を征服された命が、私の死すべき体に現わされるためです」――これが一つの面です。もう一つの面は「ですから死は私たちの中に働き、命はあなたたちの中に働きます」です。それによってイエスが死を征服された命は、私の死すべき体に現わされることができます。周りはすべて死ですが、内側は命です。死に勝利しています。乾きと死が外側を支配していても、死のただ中で私たちは命の中にあります。これに基づいてギデオンは出て行きました――すなわち、主イエスの復活がこの僕、道具、器の中で新たな現実となる奇跡です。死が周囲の至る所にありましたが、彼の復活の強力な力が内的・経験的なものになったのです。パウロの生涯を辿って、これがそうかどうか見てください。彼は述べています、「私たちは生きる望みすら失いました（中略）それは私たちが自分自身にではなく、死者をよみがえらせる神に信頼するためでした」（二コリ一・八、九）。この人は、死が至る所にあって、死が襲撃しているときも、復活の命の盈満によって生ける証しとなります。これが霊の力の秘訣です。私たちは状況の一部ではなく、それとは別です。死が私たちの周囲の至る所にありますが、私たちは彼の復活の力によって生きます。この真理は聖書全体を貫いています。それは神が信仰を建て上げる原則です。


  信仰によってエノクはいなくなりました、神が彼を取られたのです。この御言葉がどこに出てくるのかご存じでしょうか？「何某は死んでその父祖たちと共に葬られた」という単調な文が続く長い章の中です。先に進んで行くと、「エノクは神と共に歩み、そしていなくなった」（創五・二四）という御言葉に行き着きます。神は復活、昇天の命の証しとして、死の普遍的支配に介入されました。ギデオンは「神は自分の内におられる」という彼の信仰を構成してもらわなければなりませんでした――それは勝利する命の強力な力であり、原則的に彼はそれに基づいて勝利しました。これは主を試すためにあなたの羊毛を置くのとは違います。これは、あなたの周囲のすべてが死である時に、彼の復活の力を証明することです。死の環境の中に飲み込まれ、巻き込まれても、あなたの中で死を征服された生ける主のゆえに、あなたはそれを絞り出すことができます！勝利の命です。「死は私たちの中に働きますが、命はあなたたちの中に働きます」。これは矛盾のように聞こえますが、彼が述べているのはこういうことです。すなわち、私たちは絶えず苦しみ、試練や困難を経過し、死が働いていたとしても、実は私たちの苦難は周囲全体に命を生じさせつつあるのです。内側には乾きがありますが、外側には命があります。時として「自分は乾ききっている」とあなたが感じる時に、他の人々は最大の祝福を受けます。私たちに臨む苦難は、結局のところ、まさにキリストのからだの命となります。それは天然とは逆です。すべてが神からです。


  この羊毛は乾いています。つまり、苦難に遭い、死を大いに経験しています。しかし、そういったすべての苦難、死の働きのゆえに、周囲はすべて命です。エホバ・シャローム、「平和の神、すなわち、永遠の契約の血による羊の大牧者である私たちの主イエスを死者の中から引き上げた方が、ご自身の目に喜ばしいことをあなたたちの中で行い、みこころを行うために、あらゆる良いわざをもって、あなたたちを完成してくださいますように」――これが信仰の基礎です。これについて幾らか知るようになる時、あなたは力の内的秘訣を得ます。「自分たちの羊毛を置くことの意味は、鳥たちがある仕方でさえずったら、明日は何か特別なことをしようということである」「状況が特定の方向に進むなら、自分のなすべきことがわかる」と人々は思っているようです。しかし、それは劣ったものに基づいています。すなわち、主イエスの力強い復活が信者の生活の中で現実化されることよりも劣ったものに基づいています。それは神の御子の信仰です。それは強力です。ギデオンはそれを原理上得ました。彼は神の働き――それはどんな場合も天然の逆です――を見ました。死んでいて当然の時に、あなたは生きます！これは天然の命とは別の命です。それはまさに神の命です！これを経験する時、あなたは戦いに出て行けるようになります。問題は決着済みです。


  主が得なければならないのは、ご自身の民に関するこの内的なものです。彼らが彼を知るとき、彼はまさに彼らの内側の命となられます。そして苦難によって彼らが死の中に飲み込まれつつあるかのように思われる時、主は依然として生きておられ、それで終わりではないこと、むしろ、主は苦難を通して偉業をなせることを彼らは知ります。時々私たちは「私たちは精力的でなければならない」と考えましたが、私たちが最も衰退している時に神は最も大きなことを行われることを見いだしました。私たちが最も蔑まれていた時、主は最も大きなことを行うことができました。神が天然のものではない命の力の中で働いておられたのです。それは主です。ギデオンの器とともしびが何かわかります――内側の啓示です。すでに見たように、パウロはそれを私たちのために説明しています。主は土の器の中の宝です。「神は私たちの心の中を照らして、イエス・キリストの御顔にある神の栄光の知識の光を与えてくださいました」（二コリ四・六）。私たちは、パウロがダマスコ路で見たような、復活したイエス・キリスト、私たちの心を照らす栄光のイエス・キリストのあの啓示を入れる土の器です。その時、ミデアン人に勝ち目はありません。


  この砕かれやすい心、砕かれた心という美徳は、ギデオンの場合、とても重要な要素です。パウロは言います、「ですから、私たちはキリスト（あわれみ）を受けて、この務めを得ているのですから、落胆しません（中略）たとえ私たちの外なる人は滅びつつあっても（中略）」。たとえ器が壊れつつあっても、新しい人は日毎に新しくされつつあります。たとえ天然の人は破れ、自分自身がますます減少していっても、私たちが砕かれやすく、そして砕かれる時、主はますます多くのことを行えるようになります。彼はこのような砕かれた人を必要としておられます。砕かれやすい心と砕かれた心は神に機会を与えます。私たち自身が何者なのかではありません。人自身については「勇敢な勇者よ」とは決して言えません。大事なのはその人が主にあって何者なのかであり、その人自身が何者なのかではありません。彼はもろい土の器であり、しかも壊れた器です。力が損なわれるのは、主がすべてとなるためです。これが霊の力の秘訣です。主は私たちを霊的にそこに導いてくださり、御力の何たるかを私たちに知らせてくださいます。それは私たちが弱い時に、これらの外的要素の普遍的な圧政と支配を滅ぼすための道具として構成されるためです。


  この世の君が治めているのではなくイエス・キリストが主である、という証しがこの地上になければなりません。主の民のすべての団体は「間隙」です。神の子はみな、「この世の君」の普遍的支配の中の間隙です。あなたはそうでしょうか？この時代の神、この世の君は普遍的に支配しているわけではないことを示して宣言するために、私は立っているでしょうか、あなたは立っているでしょうか？それには代価が必要です。あなたたちはこれを知っています。しかし、あなたたちは互いに傍観しあうおそれがあります。これについて考えて、「自分たちはどん底を通って来た」と言う人もいれば、「神は失敗したのであり、自分たちが主のために求めたものはみな別の道を行ってしまった」と思っている人もいます。信仰がひどく動揺させられる時や、人には耐えられない時でも神には何ができるのかについての証しがひどく動揺させられる時もありました。私たちは並々ならぬ経験を通ります。この世の人の信仰は、あなたや私が通る経験を通りません。


  もし人間的理屈の領域に進み入るなら、私たちはもはや神を信じられなくなるでしょう。自然に、もはや神に信頼できなくなるでしょう。しかし、主は信頼できないので手を切るようあなたがひどく試みられた時、神はあなたを切り抜けさせてくださいました。私は厳しすぎるでしょうか？あるいは、彼はあなたの期待を裏切ったでしょうか？今日、あなたは主を知っており、それはこの世の君の普遍的支配の中の巨大な間隙です。勝利する信仰です。私たちの信仰ではない信仰であり、私たちの中におられる聖霊の強力なエネルギーです。私たちはかつてなかったほど主をよりよく知っています。これは間隙であり、悪魔の支配の間隙であり、イエス・キリストは主であるという証しです。


  どうか主がこれらの言葉によって私たちを強めてくださり、みこころを行うために、あらゆる良いわざをもって私たちを完成してくださいますように。どうかこの御方に栄光が永遠にありますように。


  



  第六章 三つの主要な要素


  神に愛されている人よ、私は信じていますが、私たちが共に集まるこの数日間における神の御心は、私たちが力の回復の問題に携わることです。これが、この時に関して彼がその中に私自身の心を導いておられる道であると思われます。


  力の回復。もちろん、これが直ちに意味するのは力の喪失です。主の民の間でかなり力が失われてきたこと、そして、力の回復が大いに必要であることを信じるように説得するのは、あまり困難ではないと思います。ですから、これを当然のことと見なして、これはそうであることを前提として進むことにします。もしこれが主の導きなら、これが確かに示唆しているのは、主は霊の力に関してご自身の民の中に一つの必要を見ておられるということです。


  三つの主要な要素


  ローマ人への手紙の馴染み深い幾つかの章に再び戻っていただきたいと思います。七、八、六章です。なぜなら、これらの章には、霊の力に関する三つの主要な点が示されているからです。七章の最後の区分は私たちに第一の点を与えます。これから他の点がすべて生じます。二四節――「ああ、私はなんと惨めな人でしょう！誰が私をこの死の体から解放してくれるのでしょう？私たちの主であるイエス・キリストを通して神に感謝します」。「私たちの主であるイエス・キリストを通して神に感謝します」。この最後の句では、キリストが焦点として示されています。この御方によって、この御方を通して、この章のすべての内容から救い出されます。ローマ人への手紙の七章は、ご存じのように、とても陰鬱な章です。失敗、弱さ、失望、心痛、問題、矛盾でいっぱいの章です。確かにこの章は霊の力を啓示していません――到底そうではありません。それではどうやって私たちはそのような麻痺、陰鬱さ、敗北、失敗、挫折、矛盾の状態から救い出されるのでしょう？その答えは最後に与えられています――「私たちの主であるイエス・キリストを通して」。あなたに是非見ていただきたいのは、彼がその焦点として示されていることです。もしこういう言い方をしてもよければ、彼が一つの焦点としても示されていることです。七章が説明している弱さの理由は、焦点がずっと「私」であることです。これが問題です。目的が「私」なのです。この章がなんと人称代名詞の「私」でいっぱいなのか、また、「私」として示されている者の前には常に何があるのかはご存じでしょう。この焦点が主イエスに場所を譲らないかぎり、解放はありません。主イエスではなく「私」が目的である間は、何の力もなくただ弱さだけです。さて、これがとても単純な言葉であることは承知していますが、それでもこの事実に、そしてこの真理に、信者を敗北と失敗と霊的弱さから解放する方法のすべてがかかっています。


  自己で占有されることによる麻痺状態


  自意識はすべて弱さです。今、他のすべてを忘れたとしても、「自意識はすべて弱さである」と書き留めてください。自己分析、自己凝視、自己検査、いかなる自己執着も、自意識です。そして、いかなる形や種類の自意識もすべて弱さです。弱さです。この点に関して、またこの文脈において、真理の主観的な面はとても危ういものです。


  真理の主観的な面という言葉で私が何を言わんとしているのかはご存じでしょう。私たちはキリストの御業が自分の内で有効化されることについて多く話します。十字架による主イエスの御業の本質、内側に適用される十字架、死・葬り・復活におけるキリストとの一体化の本質、そしてそれに続くいっさいのことについて、私たちは多く話します。さて、それはみな真実であり、みな必要であり、みな不可欠であり、一片たりとも犠牲にされたり、見逃されたり、見失われたりしてはなりません。それと同時に、まさにこれに関して信者は自分の命の最大の危機に瀕することになります。最大の祝福には常に大きな危険がつきものです。とても大きな価値があるものにあなたが触れている時、大きな危険を遠くに探す必要はありません。あなたが霊的に高くなればなるほど、別の観点から見ると、あなたの地位はますます危険なものになります。そしてまさにこの真理の主観的な面の問題で、私たちはこの危険に遭遇します。それが私たちに襲いかかるとき、それは私たちの内に働いて、きわめて恐ろしい束縛、敗北をもたらし、すべてを奪ってしまいます。この言葉で私が何を言わんとしているのか、私は説明を試みたいと思います。愛する人よ、もしこの言葉を理解できれば、聖霊がそれをあなたの心に感得させられる時、それが解放の言葉であることがわかるでしょう。真理が主観的に適用される時、往々にして私たちは、真理を或る御方ではなく別の何かであるかのように、それを自分自身と、そして自分自身をそれと関連付けてしまいます。例えば、私たちは人の三部分性について大いに考述してきました。霊・魂・体について、特に魂と霊、霊と魂について、大いに述べてきました。そして、それについて大いに熟考してきました。主の子らの多くはこれを知的に理解したせいで、混乱の中に陥りました。彼らは自分がどこにいるのかわからずにいます。常に自分自身を恐れています。彼らは、これは「魂的」ではなかろうかと、口を開くのを恐れます。「魂的」ではなかろうかと、何をするのも恐れます――魂か霊かを見定めるために常に内側を見つめています――自分自身を見極めようとしています。


  彼らはいつも自分の霊について、「自分の霊の感覚に従う」という言い方をしますが、それは死と弱さを招きます。それは往々にして活動を停止させる、というのは全く真実です。真の行動を停止させるのです。ですからすでに述べたように、多くの時、祈りが出てきません。霊の中で祈らないようなことがあってはならない、と人々は祈るのを恐れるからです。多くの人は霊的生活の活動面の多くに参加するのを恐れます。霊の中にいないようなことがあってはならないし、霊の外に出るようなことがあってもならないからです。何が起きたかおわかりでしょうか？彼らの霊が支配権を得たのです。彼らは自分たちの霊を常に自分の前にぶら下げて、それに関する問いを発します。それを分析して、それを知り、理解しようとします。それは内なるエゴです。それは「私」です。霊的な「私」が常に視野にあるのかもしれません。そして、それは支配的強迫観念であり、弱体化・隷属化するものかもしれません。それは主観性であり、通常内省的で、何をするのも怖くなる自意識を生じさせます。自意識はすべて、霊的なものであろうとなかろうと、弱さです。さて愛する人よ、私たちは自分の霊的自己から、自分の霊的自己に占有されることから、解放されなければなりません。生じるこれらすべての矛盾――しかもこの領域には多くの矛盾があります――から解放される方法は何でしょう？時々、「自分の霊の感覚に従うこと」について話してばかりいる人々がきわめて酷いことをします――神の御言葉に全く矛盾すること――神の御言葉に違反することをします。それは往々にして、彼らが「自分の霊の感覚に従」ったからなのです。きつい言い方を許してください。


  （天然のもの（ギリシャ語 Soulical または Psychical）と霊のものとの違いを知ることはとても重要です。しかし、私たちの霊は統治体ではありませんし、実際のところ知識の座でもありません。それは、内側の聖霊の手段・道具にすぎません。私たちの霊は天然の影響によって左右されるおそれがあり、方位磁針のようにズレを生じるおそれがあります。これは新しくされた霊でさえ無謬ではないことを示しています。無謬性が私たちの一部となることを主は決して許されません。徹底的依存と信仰の生活が、正しく導かれる唯一の道です。）


  霊の力の回復の方法を私たちは知らなければなりません。私はますます次のことを感じるようになりつつあります。すなわち、大量の霊的知識、霊的教え、霊的指導は、決して力の秘訣ではないのです。それは力ではありません。霊の事柄のこの領域では、教え、指導、教理、光自体は全く力の秘訣ではありません。大量の光、大量の教えや指示を持っている人々のとても多くが、時として違反者の頭になったり、死を招いたり、凶器となったりする、というこの恐ろしい矛盾を見いだします。彼らは妨げであり、弱さを招きます。ひょっとすると大量の光、知識、真理を持っているかもしれませんが、無傷の敵が依然として支配しています。私が言わんとしていることをあなたはご存じです。私たちの真理知識を敵はずっと笑っているかもしれません。そして、たとえ私たちが聖書のすべての教理をとてもよく教わっていたとしても、敵は至る所で滅茶苦茶なことをしているかもしれません。（私は知的知識と霊的知識とを区別しています。後者については次のメッセージで扱います。）


  力は敵の攻撃に応じるものです。私たちは力の秘訣を知ることを望んでいます。往々にして、素晴らしい教えをふんだんに持っているにもかかわらず、私たちには力がない、というのはそのとおりではないでしょうか？敵の活動を終わらせて神の御業をもたらすのに十分な力がないのです。なぜでしょう？おそらく私たちが霊的エゴ、霊的「私」に占有されているからです。それが常に焦点なのかもしれません。自分の霊的自己の中に包み込まれています。解放の道そして力の道は、主イエスを焦点として持つことです。しかし、主観的な焦点として持つことです。彼処ではなく此処でです。私ではなく彼ご自身です。あなたではなく彼です。主観的な焦点です。それは「主を知ること」であり、自分自身を知ることではありません。内的に主を得て主を知ることです。自分の霊を知って自分の霊に占有されることではなく、主です。内側で自分自身から離れて、主に付かなければなりません。あなたはこれを感じられないかもしれません。その結果を私は知っています――それは劇的に思われますが、とても現実的です――それには最大の価値があります。もちろん、この問題や困惑に遭った人々だけが、それを完全に理解できます。しかし、私が述べていることをあなたが経験的に感じられるかどうかは別として、私たちが終始専念すべき対象は内なる主イエス・キリストであることを、私はあなたに理解していただきたいのです。そうでなければ、あなたが持っているのは霊解された心理学にすぎません――霊、人の天然的霊を新たな形で発達させたにすぎません。そして、彼を霊の領域の中に持ち込もうとしているにすぎません。再生されていない天然の人も私たちと同じように霊を持っています。人はみな霊、魂、体です。あなたは天然的な霊の特徴をすべて発達させて、自分の霊的知性の支配的原理とならせるおそれがあります。その結果、自分自身の霊を自分自身で占有された霊の領域に移して、自分の霊の声を聞いているにすぎなくなります。そして、誤った導きを得る深刻な危険に陥ります。


  人の霊は霊の世界全体と結ばれています。天然的な霊は堕落した霊の世界と結ばれており、もしあなたが自分自身の霊を発達させることに集中しようとするなら、あなたは自分の霊を偽りの光、偽りの導きにさらすことになります。そして、あなたが自分の霊を格段に発達させて、それを魂的な影響に対して過度に敏感にならせる時、死が依然として残っているかもしれません。しかし、死が依然として残っており、依然として束縛があり、依然として真の霊性ではなく弱さがあります。何が起きたのでしょう？あなたはただ自分自身――あなたの存在の一部であるあなたの霊――を発達させてしまったのです。そして、それをあなたの生活原理としてしまったのです。私たちの霊は聖霊によって内的に新しくされなければならない一方で、私たちの霊は私たちの生活原理になってはならないのです。


  「私」ではなくキリスト


  私たちの生活原理は主イエスでなければなりません。彼が私たちの専念すべき対象でなければなりません。神秘的なことを述べ尽くしたので、あなたたちの多くに向かって言わせてください。主がその民の中で、またその間で、霊の力の回復に取り組まれるとき、彼は新たな方法で彼らを主イエスに連れ戻さなければならないのです。彼は彼らをたんなる事物、たんなる教理、霊的生活に関するたんなる事物から連れ戻さなければなりません。主イエスへと連れ戻さなければなりません。主イエスがすべてとなられる地点、彼が主となられる地点、彼が主人となられる地点、まつりごとが彼の肩の上にある地点、彼がまさに私たちの命となられる地点に私たちが達しないかぎり、霊の力を回復する道はありません。これがそうなるとき、私たちは今日、主の動きを見分けられるようになるのではないでしょうか？今は弱さの時代であり、弱さゆえに霊の力の問題に関して失望が広がっている時代であり、霊の力に関して教会が残念な見本になっている時です。次のような特徴がそこになければなりません。すなわち、状況に満足できなくなった彼の民の心の中で、彼が御子を卓越させられつつある、という特徴です。教え、運動、交わり、すべてが失望の印を帯びています。主はそうしたものにご自身の子たちの生活を支配させたりはされません――私たちの心がその上に定まっているものの上に、また私たちの力の対象の上に、災難がふりかかるのを彼は許されます。こうしたものが挫折して私たちを失望させるのを、彼は許されます。他の人々が私たちを落胆させるのを許されます。そして、私たちの目を開いて、いかにすべてが期待外れであるのかを見させられます。ついには、真に満足できるもの、真に神にしたがっているものが何かあるのだろうか、と私たちは疑問に思うようになります。真に標準を満たすものが何かあるのだろうかと疑問に思うようになります。愛する人よ、主は今日そのような形で大いに働いておられます。状況、人々、交わり、キリスト教的運動、諸教会に対する失望――至るところ弱さだらけです。霊的弱さの時代です。


  このような時を主はどう対処されるのでしょう？ご自身の御子である主イエスを卓越・傑出させて、彼を焦点とすることによってです。最初はそうでしたし、主の民の間に力があった時代は常にそうでした。力の秘訣は、主がその民の生活の中で最高のすべてを支配する焦点であることでした。主に関する事柄ではなく、主ご自身です。契約の箱は主の表現を表していました。そしてそれが中心にあって、主の民の敬慕の地位を占めていた時、彼らは力強く前進しました。そのため、契約の箱が最初に進んだ時、水は神の強力な力によって裂けました。その契約の箱の上に、すべての目が注がれました。キリスト教時代の開始時、視野にあったのは主イエスでした。主イエスが人々の心を奪って、夢中にさせていました。交わりや運動ではなく、主ご自身でした。それは力の時代であり、私たちはそこに戻らなければなりません。個人生活においても団体生活においてもそうしなければなりません。主が生活の中心となって統治しなければなりません。個人的にも団体的にも主がその民の中心でなければなりません。場所、教え、教師、交わりではなく、主です。その時、あなたは力を回復します。この単純な言葉は遠くまで及びます――そして「ああ、私はなんと惨めな人でしょう！誰が私を解放してくれるのでしょう……」と絶望して叫んだ人の叫びは希望と保証を与える答えを得ます――その答えとは「私たちの主であるイエス・キリストを通して神に感謝します」です。


  あまりにも内省的なせいで喪服に縛り付けられている人々に対応するのは、よくあることです。もしここにいるだれかが自分自身の霊的地位で頭がいっぱいなら、自分の目を内側に向けて、あまりにも酷すぎると感じているなら――愛する人よ、解放の道は質問に答えてもらったり、問題はないこと、そして悩む必要はないことをだれかに納得させてもらうことにはよりません。また、それはさらなる光や教えを受ける問題でもありません。「私」をキリストに、あるいはキリストを「私」に変えて、「私」の代わりに主イエスをあなたの生活の主観的焦点とする問題です。あなたの内におられるキリストだけが栄光の望みであり、脱出する道です。今日、次のような主の子らにたくさん出会います。彼らはすぐに自分自身に関する悲惨な話や、霊的な困難・問題の話を吐露し始めるので、彼らと話す時間が少しもないほどです。そして、彼らを助けるために自分にできることをしてあげると、彼らは「助かりました」と言うのですが、次に会うとまた同じ問題を抱えているのです。数か月後、数年後に会っても、結局のところ、昔と同じ話を聞かされます。彼らが解放される唯一の道は、私たちの主であるイエス・キリストが彼らの望みとして彼らの心の焦点となることです。彼らは彼に付いて自分自身から離れなければなりません。霊的にもそうしなければなりません。主イエスを新たに理解すること――これが解放の道です。自己に対する主の民の拘泥を断ち切らないかぎり、彼らを助けられない状況にあなたは立ち向かうことになるでしょう。主イエスが内的にあなたの信仰の対象とならなければなりません。彼は解放してくださいます。あなたはあの死体と共に長らく競技場を巡ってきましたが、彼はその競技場の出口です。


  命の御霊の法則


  二番目の点について、短い言葉をあえて述べることにします。八章二節「キリスト・イエスにある命の御霊の法則が罪と死の法則から私を自由にしました」。一点目が焦点としてのキリストだとすると、二点目は力としての御霊です。「私を自由にしました」。聖霊は常にこの焦点に関して働いておられることがわかります。彼はこの焦点を持たなければなりません。この焦点は主イエスです。ですからキリストは道です。聖霊はその道を取って、その道を進み通すためのエネルギーです。力は自由から来ます。「私を自由にしました」。命の御霊です。


  御霊の命の法則あるいは命の御霊の法則です。「命の御霊が私を自由にしました」。もちろん、八章十一節に進みたくなるでしょう。「死者の中からイエスをよみがえらせた方の御霊があなたたちの中に住んでいるなら、死者の中からキリストをよみがえらせた方は、あなたたちの中に住んでいる彼の霊によって、あなたたちの死すべき体をも生かしてくださいます」。これは命の御霊であることがわかります。あなたの中に、あなたの中におられるのです。それは焦点である生けるキリストと関係しています。キリストは今、墓、死、罪、罪に対する束縛の反対側に生きておられます。彼処で復活の立場の上におられます。生けるキリストがあなたの中に住んでおられます。そして、御霊は彼に関して働いて、キリストがおられる所にあなたをもたらし、彼がキリストを自由にされたのと全く同じようにあなたをも自由にしてくださいます。主イエスは死の中に下って行き、それに自分を明け渡し、そしてその法則を打ち破られました。そして、聖霊は彼処にある解放と勝利の立場の上に主イエスを置かれました。あなたは、復活の立場の上におられる主イエスを、あなたの信仰の対象、あなたが専念する対象として持ちます。すると次に、イエスをよみがえらせて彼処に置かれた御霊は、あなたの中で、この焦点に向かって働き、あなたをキリストがおられる所に置いてくださいます。私たちは聖霊をあがめて、彼に彼の地位を与えなければなりません。聖霊が持つことを要求しておられる地位は、主イエスをあがめる地位であって、自分自身をあがめることではありません。私たちの中におられる聖霊は、主イエスをあがめる彼の働きのゆえにあがめられてしかるべきことを、私たちは理解しなければなりません。多くの人々は聖霊を独自の地位に置いており、それによって御霊を侮辱しています。それは全く間違っています。彼の焦点は主イエスであり、彼の活動はすべて主イエスと関係していることを、私たちは理解しなければなりません。聖霊をすべてとする結末にしかならない結果は、聖霊の現在の働きについて誤った印象を与えます。聖霊のすべての働きの結果は、主イエスに栄光を帰すことなのです。


  霊性は私たちの霊を涵養することではなく、聖霊が私たちの中で私たちに対して優位に立たれることです。霊性は私たちの霊を涵養することではありません。それがどれくらい成長しているのか見張ることではありませんし、それがどれくらい成長しているのかを見るために、言わば、それを引き抜いたりまた元に戻したりすることでもありません。霊性の高嶺は常に自分自身の霊に注意を払うことであると考えている人もいます。主が私たちを解放してくださいますように。霊性の真の印は、私たちがますます主イエスを享受するようになることです。そのとき、彼はさらに大きな地位を獲得されます。これが聖霊の働きです。聖霊は力です。聖霊は力ですが、その力は主イエスを生ける現実とすることに常に向けられています。また、自分自身をますます霊的に目指す偽りの霊性とは違って、私たちの中で彼がますます十分な地位を得るようにすることに常に向けられています。これについてはもっとたくさん言うべきことがありますが――第三の点、六章五～六節に向かうことにします。


  手段としての十字架


  十字架。この箇所が示しているのは、霊の力に関する三番目の主要な点――十字架――です。すなわち、主イエスは死なれたこと、彼は十字架につけられて葬られた、という意味における十字架です。彼は一度かぎり永遠に罪に対して死なれました。私たちは彼にあって死にました。しかし、主イエスは死んで、死者になりましたが、状況を次のように変えました。すなわち、ご自身が受け入れた弱さを通して少しのあいだご自身を死に明け渡して、死が一時のあいだ彼を支配した一方で―― 一時のあいだ死がご自身を支配するのを許された一方で、しかし彼は永遠の御霊によって死の支配の力を打ち破り、死者の中からよみがえって、死を虜にされたのです。死が支配権を握る代わりに、キリストが死を支配されました。最後の啓示は――なんと素晴らしいことでしょう――「そして死とハデスの鍵を持っている」です――死とハデスの権威を持っておられるのです。「わたしは生きている者です。わたしは死にましたが、見よ、永遠に生きます」。「わたしは代々にわたって生きます。そして、死とハデスの鍵を持っています」。何が示されているのでしょう？死はキリストの御手の中にあります！死はキリストと永遠の御霊の御手の中にあります。御霊を通して、キリストは死者の中からよみがえらされ、死者の間から連れ戻され、死に対する力と権威を与えられました。死はキリストの御手の中に、聖霊の御手の中にあります。さて、これの素晴らしい点、麗しい点、見事な点は、もともと死は彼に対して用いられたものだったのに、聖霊は主権をもって死を肉に対して用いられたことです。


  これを明らかにすることにします。天然の人における死の根拠は何でしょう？肉です。肉のゆえに死は権威、力、支配力を持っています。死には肉が必要です。主イエスは肉体を取られました。そして、死は彼によって滅ぼされ、征服されました。そして、彼は死の力を受け取られました。今や主権をもって信者の中で主イエスは死を肉に対して用いておられます。これがローマ六章です。死を聖霊は肉に対して用いておられます。あなたはそれをご存じです。信者が肉に触れる時、何が起きるでしょう？直ちに、死の感覚が生じます。その結果：――ああ、それから逃れることになります――それから転じることになります！「肉」に触れた時、嫌悪感が湧きます。あなたが最初に思うのは、これから逃れることです。あなたは主のもとに駆け込んで――「私は肉の中で活動してきました」と言います。聖霊は死を肉に対して用いて、あなたを解放されたのです。


  パウロは彼の肉体の弱さについて述べています――「死は私たちの内に働きます」。しかし、それは死に属する権威ではありません。死は別の権威の手の中にあり、その権威が死を用いて命を生じさせます。これは何でしょう？彼自身におけるキリストの死の働きです。主イエスの命がこの体に現わされるのは、主イエスの死がそこに働いているからです。矛盾ですが素晴らしい真実です。征服者がたやすく一掃します――圧倒的な征服者が自分の敵を用いて敵を終わらせます！彼は死を受け取られました。そして、聖霊は死を用いて肉に触れないよう私たちを教えておられます。命の御霊の法則は罪と死の法則から私を自由にしました。肉に触れる瞬間、私たちは気まずくなってそれから転じます。もし主が死を用いて私たちを教えておられなければ、私たちは決して学べなかったにちがいありません。主は主権をもって今や御手の中で死を用いておられます。死を用いて命をますます現わしておられます。この時代、主は見事に敵を用いておられます。これを自分の心に受け入れられさえすれば。私たちは至る所で死に遭遇します。主イエスが死者の中からよみがえられて以来、すべての権威は彼の御手の中にあります。そして彼の御旨は、まさに死の衝撃力を命の現われの機会とすることです。彼の御旨は私たちが死に飲み込まれることではなく、死が命に飲み込まれて主イエスの御業を示すことです。ご存じのように私たちが死を遠ざけることを学ぶのは、もし聖霊が死を用いて私たちを教えておられなければ、私たちは決して肉を遠ざけなかっただろうことを経験から知っているからです。圧倒的な勝利者です。敵が残されているのは、主が今それを用いて、勝利の生活を送る方法を聖徒たちに教えるためです。彼の十字架において、また彼の十字架によって、私たちはそれを学ばなければなりません。主イエスは死を征服して、死を虜にされました。彼は肉を征服し、古い人を取り去って、まさに死の力を用いておられます。悪い交際は良い慣わしを腐敗させます。私たちは古い人に触れてはなりません。命の御霊にしたがって歩まなければなりません。


  十字架は私たちを消滅させるためであり、私たちを一掃するためである、と私たちはしばしば考えます。実は、その強調点は命にあるのです。十字架のメッセージは命を生じさせなければなりません。それはとても多くの人々の中に死を生じさせます。それはあなたを窒息させ、あなたを打ちのめします。それで、あなたは動くのを恐れるようになります。十字架によって命が生じなければなりません。なぜなら、私たちは死んで、自分は死んだと勘定するがゆえに、私たちは生きるからです。「私は十字架につけられました――それゆえ私は生きます。しかし、私ではなくキリストが私の中に生きておられます。私がいま生きているのは……」。「いま生きている！」。十字架は力の道です。主イエスの死の働きの目的は、肉は麻痺、弱さ、無能であることを私たちに示すためです。しかし、十字架は私たちをそれから、肉の中にあるいっさいの弱さと敗北から断ち切りました。聖霊は今や十字架を用いて、肉の中に生きてはならないことを私たちに知らせておられます。


  これらの事柄を理解するのはとても困難ですが、どうか主がそれらの意味を私たちに示し、それらを私たちに痛感させて、諸事の命の面――諸事の力の面――を私たちが見るのを助けてくださいますように。復活した主イエスが聖霊によって私たちの中に働いておられます。それは、私たちが次の事実を信仰によって受け入れて会得したからです。すなわち、私たちは死んで今やキリストのために、キリストにあって生きており、そして、キリストは勝利のうちに私たちの中に生きておられる、という事実です。


  



  第七章 霊的知識の問題


  



  聖書朗読：士師記二・七、二三、三・一、三一。エペソ一・十七。二コリント四・四、六、七。


  



  愛する人よ、主にはこの時、霊の力の回復というこの大問題に関して私たちに話すべきとても重要なことがあると、私は感じています。それはほんの一言ですが、聖霊がその言葉を発して、私たちがそれを理解できるようになるとき、それは主にとってとても重大な意味を持つことになると私は確信しています。それは霊的知識の問題と関係があります。思い出してください。私たちは霊の力の問題に専念していますが、霊の力にとって霊的知識は非常に重要です。


  私たちが読んだ節についてざっと考えるなら、これはそれらの節のすべてに含まれているものであることがわかります。士師記は普遍的弱さ、完全な失敗、悪の勢力を対処する上での徹底的無力さを示していることを覚えつつ、士師記のこれらの節に戻ってください。読み終える時、一つの焦点、その状態に対する基本的な点がわかります。それは、神の働きに関する経験的知識を持っていた世代が過ぎ去って、神の働きについて何も知らない別の世代が後を継いだことです。これを読んでも、この世代は神の働きについて何も知らなかったという結論をあなたは下さないでしょう。彼らの父祖たちが経験したことを史実として何も知らずに、彼らがその世代の跡を継ぐのは不可能だったでしょう。しかし、結果的に、彼らはそれを経験的に何も知りませんでした。つまり、彼らは生き生きとそれに触れておらず、霊的にその一部ではなかったのです。彼らはそれについてすべて知っていましたが、主やその力強い働きを現在の経験として知っていませんでした。その歴史の霊的実際は彼らの歴史の中に受け継がれませんでした。それにより、この士師記に示されている状態が生じたのです。


  エペソ書の節に来ると、自分が天上にいることを思い出します。そして、エペソ書の結果、その壮大な頂点は、信者たちの内に最終的に、キリストについて最初に言えたことを有効化することであることを思い出します。神は彼をよみがえらせて、天上でご自身の右に置き、あらゆる支配・権威・主権・権力よりも遥かに高くされました。主イエスの場合これは真実であり、彼はそこにおられます。一章のこの点と壮大な頂点である六章との間にあるものはみな、聖徒たちを経験的にその地位――そこでは主権者たちや権力者たちに対する彼らの格闘はキリストの格闘と同じように効力を持つものにされます――につかせることを目的としています。エペソ書の結果は、私たちもキリストにあって天上にあるようになること、邪悪な霊の軍勢と接触するようになること、キリストにあってあの優位性を知るようになることです。さてそこで、キリストの地位に関して、そして私たちがそれに近づくことに関して、まず最初の点は霊的知識であることに気づきます。「あなたたちの心の目が照らされて、あなたたちが知りますように」。あなたは知ることができます。「栄光の父が、知恵と啓示の霊をあなたたちに与えて、あなたたちに御子を知らせてくださいますように」――これは霊的知識です。


  私たちが読んだコリント書の節に来ると、そこでは途方もないことが述べられていることに気づきます。「その力の卓越した偉大さが神のものであって、私たちのものではないことを」。その力の卓越した偉大さとは何でしょう？それは土の器の中に私たちが持っている宝である、と述べられています。「神は私たちの心の中を照らして、その知識を与えてくださいました……」。それはイエス・キリストの啓示です。それが霊的知識です。もちろん、それは主です。しかし、私たちの理解、私たちの知識の外のものとしての主ではありません。啓示された主です。主です。


  主ご自身と彼が持っておられるものは、依然としてすべて私たちから離れており、したがって無効かもしれません。私たちとその力の卓越した偉大さ――それはキリストの内にあります――との間のつながりは、霊的知識というつながりです。それがそうです。それはあなたが知るためです……キリストのすべてが私たちの中に、また私たちを通して実際に働くようにするのは、彼についての啓示です。さて、これに反対すること、聖霊によって私たちの心の中に臨むこの啓示に反対することに、敵の力はすべて注がれています（キリストご自身に反対することに注がれているわけではありません――敵がそうしようと企てても成功する望みはありません。敵にはそれを攻撃しないに足る十分な分別があります。敵はいと高き大能者の右におられる主イエスご自身には反対しません。それには反対しません）。「この時代の神が信じない者たちの心を盲目にしています。それは……」。それは、それが聖霊によって私たちに対して、また聖霊によって私たちの中に、啓示されないようにするためです。なぜなら、自分自身の心の中に主イエスを啓示する霊を個人や人々がひとたび受けるなら、自分の立場は失われ、自分の力は弱められることを敵は知っているからです。それで、神が私たちの心の中を照らされる時、霊の啓示と霊的知識が問題になる時、これが実際的な問題となります。ですから、これはとても重要であり、霊の力の大きな秘訣は霊的知識である、と私は再び述べることにします。


  私の供給や話は無力です。これらの事柄を供給することを欲する人はみな、ここでは無力です。述べられた事柄に知的同意を与えること、知的に理解すること、真理であると認めることは、あなたがそれを完全に得たことを意味しません。頭が痛くなるまでうなずいたとしても、依然としてこの事柄では子供のように無能であるおそれがあります。これはどうしようもありません。話すことでそれを乗り越えることはできません。それは起きなければなりません。生じなければなりません。それが生じる時、強力な何かが神のために打ち立てられます。それは時として長い旅です。聖書や頭脳の中の言語化・体系化された真理知識を、生き生きとした、力強い、効果的なものにして、自分の存在のまさに一部とする旅です。時としてそれはとても辛い旅です。多くの苦難や大きな代価なく乗り出せる旅では決してありません。この啓示の伝達にこの時代の神は抵抗します。私たちが真理を形式的な方法で知的に得ることに彼は抵抗しませんが、私たちが聖霊によって啓示を得ることに抵抗します。そして時として、述べられたことに私たちが同意するとき、まさにそこで彼は話を逆転させます。私たちはそれに同意し、それに同意したことで、「自分はそれを持っており、今やそれを知っている」と思ってしまいます。それを携えつつ立ち去って、「今、主よ、これはまさに命とならなければなりません」と言う代わりにそうしてしまうのです。


  主から私たちに与えられるものにはみな、現場での徹底的訓練が必要です。全く見事で素晴らしい話やメッセージを聞くことではありません。それにどれだけ力や権威があるのか、それがどれだけ徹底されたのか、その在り処が頭の中かそれとも存在中なのかは、すぐにわかります。それは存在のまさに繊維中に造り込まれなければなりません。それが済まないかぎり、それは無力な真理です。理解された真理、効果的な真理ではありませんし、啓示でもありません。ですから、無力です。また、事の価値を示す証拠は悪の勢力に立ち向かう能力にあります。神の御言葉から諸々の公式を取って来て、それらを一般的な方法で見境なく適用し、聖書を引用しようとしても無駄です。医者が薬局から物を取って来て、ある症状を示す何らかの症例に試験・適用し、それがどう効くのかを調べるのと全く同じように、神の御言葉から何かを取り出すことはできません。それは効果がありません。とても実際的な方法でこれを証明しなければなりません。それは生けるものにならなければなりません。そして、聖霊によって特定の必要に応えて結果を生じなければなりません。それは命から生じます。


  あなたたちの多くはおそらく、神のみこころの中で、主のための奉仕の領域に進み出ようとしているかもしれません。かなりの量の聖書知識と、聖書中に含まれている様々な教理についての知識を携えて進み出ようとしているかもしれません。おそらく、大量の真理、いわゆる「光」を携えて進み出ようとしているかもしれません。ああ、私はあなたに訴えたいと思います。あなたに警告したいと思います。主は次のことをあなたに語ることを望んでおられると私は感じます――すなわち、それでは不十分だということです。もしそれだけなら、あなたは最悪な目に遭うでしょう――打ちのめされて駄目にされるでしょう。あなたはそうなるでしょう！愛する人よ、効力を発揮する唯一のものは、聖霊の啓示によってあなたの中にあるものであり、それは神と共なる徹底的訓練から生じます。それはあなたの存在の深みにおける神との隠れた歴史の結果です。あなたの存在の深みで、おそらく辛苦、苦悩、多くの苦難を通して、それはあなたのまさに命になったのです。あなたの命を救い、あなたの永遠の希望のまさに基礎となったのです。ただこれだけが状況に処することができます。今日、世界には多くの教えがあります。多くの真理が出回っていますが、ああ、裁いたり批判したりする気はありませんが、その大半は功を奏しておらず、霊的状況に対して神の御座の衝撃力を及ぼしていないと言ってもいいのではないでしょうか。そして、これがあなたの気がかりであり、私の気がかりです。さらに少し出て行って、この務めの中にますます入るにつれて、ますますあなたは自分自身の教え、集会、大会にうんざりするようになります。語ることや話すことにうんざりするようになります。あなたがうめいて叫び求める唯一のことは、「ああ、御言葉が伝わって、何かをなしてくれますように――粉砕して打ち破ってくださいますように！」ということです。御言葉によって何かがなされなければなりません。これが人々の良心を打たなければなりません。


  神の御言葉は御霊の中で常に真の効力を発揮してきました。それは知性に対するたんなる知識ではなく、良心を打ちます。そして、良心が打たれないかぎり、御言葉は機能しません。そして、御言葉が御霊の力の中で発せられないかぎり、それは決して起きません。また、その器は、それ自身は土でできていますが、それを外側のものとしてではなく内側に持たなければなりません。あなたたちが人前に出て行くとき、最も聖なる方の雰囲気ではなく研究の雰囲気を帯びているのではないかと私は恐れます。彼らに及ぼす印象、そしてあなたの話に対する彼らの理解は――「この人は自分の聖書を学び、聖書に関する多くの本を読み、聖書に関する専門知識を持っている」云々というものです。それでは駄目です。それでは効果がありません。これを強調するのを辛抱してください。私はこの点に関して大いに真剣です。それは真理ですが、命の中に、神の力の中にある啓示ではありません。御言葉の学びを無視してはいけませんが、それは聖霊の手段にすぎないことを覚えておいてください。もしあなたが「御言葉は見事な順序で述べられるなら、効力を発揮する」と考えるなら、それは失敗します。それは啓示ではありません。それは聖霊によって臨んで、内側を照らさなければなりません。愛する人よ、あなたが聖書を開いて座り、「さあ、ここに啓示があります」と言っても、啓示は臨みません。それは恐ろしい訓練、問題、深淵を通して臨みます――あなたは状況をくぐり抜けなければなりません――あなたが自分自身に絶望するよう追い込まれる時――その時、それは命となり、あなたは主を理解し始めます。


  ご存じのように、それを通して神が事を行われた民・世代は、神の力を経験的に知っていた世代であり、全く弱かった世代は、その歴史をすべて持ってはいたものの、主を経験的に知らない世代でした。数々の事柄をくぐり抜け、ヨルダン川を通り、小刀で割礼を受け、ギルガルで彼らの間を小刀が通った世代――この世代は知っていました。そして、神はこの世代と共に最初に力強いことを行われました。主を知らなかった世代が士師記の世代です。私は確信しています、内側に造り込まれた主イエスの啓示という立場の上に立たないかぎり、私たちは進み続けられないだろう、と。これには上辺の言葉以上の意味があります。私たちは数々の経験を通ることになるでしょう。そのとき、もし主を実際的な生ける方法で知らないなら、神は御言葉どおりの方ではないと証明するかのように思われる時を私たちは過ごすことになるでしょう。キリスト教、クリスチャン生活はすべてまがい物であると証明するかのように思われる時を過ごすことになるでしょう。そうです。クリスチャン生活は話に聞くとおりのものでは全くないと証明するかのように思われる数々の経験をする可能性があります。祈っても、祈りはかなえられません。主から得る正当な権利があると感じるものを、あなたは得ません。主を知らなければくぐり抜けられない数々の経験をあなたはするでしょう。なぜなら、信じるすべてのことが崩れ去ったかのように思われるからです。それは外側の問題ではなく、あなたが自分自身の心で主をどれだけ知っているかです。


  ほんのわずかな真の啓示、霊的知識は、知的に理解した真理の山全体よりも、遥か遠くまで進みます。これらの事柄を語る時、だれもがここでは無力になると言えます。これはだれにでも伝えられることではありません。それは霊的知識です。しかし、あなたはそれを指摘することはできます――「これに関して私たちは主のもとに行かなければなりません」と言うことはできます。この問題をすべて主のもとに持って行きなさい。私たちにとって、それは神の御言葉の中からとても多くの事柄について聞くということでは決してありません。そうではなく、私たちは主に戻らなければなりません。「今、主よ、私はそれを信じます。それに同意します。しかし、私は知っています。このことと、それが私を通して暗闇の軍勢に向かって働く強力な力になることとの間には、ある違いがあるのです」。ですから今日、多くの人は大量の真理を持っているけれども、その力をほんの少ししか持っていない、というこの状況を私たちは見いだします。力が欠けているだけでなく、大量の真理の傍らで営まれている生活の中に恐るべき矛盾があります。それは私たちの隠れた神との歴史の問題です。内側で進行していること、公的生活の背後にある私たちの存在の奥深くにあるものの問題です。


  ああ、公的生活の罠。公的生活の罠とはこれです。すなわち、主の奉仕において、私たちは何か言うべきことを持っていなければならないのです。私たちはそれを得ます。何か言うべきことを得ます。行って何かを用意し、学び、書き、まとめ、そして「これは主のメッセージです」と言います。それはこのようなものではありません。それは、それが自分たちに期待されているから、その時のために造り上げたものです。それはその時のためのメッセージです。そして、その時のためのメッセージを与えてくださらなかった神のために語る人には禍が降りかかります。神ご自身が私たちにあってその時のために語られるのでないかぎり、話すのを拒否する地点に私たちは達しなければなりません。これには勇気が必要ですが、それは解放を意味します。それが力です。それが御言葉です。この意味を真に理解するとき、私たちは霊の力への鍵を得ます。私自身については、この個人的な言葉を許してもらえると思いますが――私が話しているのはこの大会のために造り上げたものではありません。もし主がこのメッセージを私に与えてくださらなかったとしても、話してくれる多くの他の兄弟たちがいたでしょう。私はあなたたちに保証します。主が私にメッセージを与えてくださらなかった集会では、私は話すことを拒否します。私があなたたちに話していることは私にとって生きるか死ぬかの問題であることを信じてもらえるでしょうか？これは経験から生じています。そうです、厳しい経験から生じています。あまりにも厳しかったので、主が私たちをくぐり抜けさせてくださっていなければ、私たちは決して切り抜けられなかったでしょう。最も尊いものの一つは啓示の問題です。神の御言葉とは別のものではなく、神の御言葉の背後にある主の御心です。


  霊的知識の問題は霊の奉仕と力の問題における重大な要素です。主が秘密裏に行っておられることの多くはこれで説明がつくと私は信じています。もう一度言わせてください。今この時、この今の時代における、神の最も偉大な数々の働きは、ほとんどすべて、隠れた働きであり、秘密のものです。この時代全体を通して悪魔が常に試みてきたのは、キリスト教を誘い出してそれを大衆運動、一般的なものにして、それを国家に結び付けること、あるいは、何らかの方法でその中に混合した群衆を入り込ませることです。それを発達させて、それから公的なものを造り上げることです。教会が示されて神の栄光を表すのはこの時代ではありません。それは隠されており、それを見ているのは霊の勢力だけです。彼らはそれを見ています。来るべき時代、教会は「国家」と結びついた公的団体になるでしょう。天的国家です！それは今は隠れた働きであり、内的なものです。こうしてギデオン――土の器ですが、その中に明かりがあります――に辿り着きます。二コリ四・七。土の器ですが、その中に力があり、その力によって敵の勢力は追い払われます。彼らがその器の中に持ち運んでいるこの秘密のものによってです。これが力です。これが敵を対処する力です。あなたが内側に持っているものです。この現われが可能になるのは、私たちが砕かれる時です。神が私たちの心を照らしてくださっています。


  私はあなたに勧めます。多くのものを秘密裏に主と共有するようにしてください。主の数々のメッセージを受け取ってください。述べられた事柄――あなたはそれに対して知的に完全に同意しています――を受け取ってください。そして、「自分の知性がそれに応えているのだから、自分はそれを持っている」とは思わないでください。試金石はそれが機能しているかどうかです。敵がそれについて知っているかどうかです。それが試金石です。途方もないものなのです、霊的知識というこの問題は。それが外側のものなのか、それとも内側のものなのかは。それが問題です。あなたの霊的知識は外側についてでしょうか？これを強調するのを許してください。私はこの場所をとても恐れています。ひどく恐れています。なぜなら、ここは多くの教えがある場所だからです。この場所をしばしば訪れる人々、最初からこの場所にいる人々は、あらゆる教えを得ているかもしれませんが、それでも彼らは依然として事の外側にいます。それらには必要不可欠な要素としての価値はありません。外側にいることは、何の教えもないことよりもずっと悪いことです。まさにその教えがあなたにとって罠かもしれません。それはあなたの内側にあるでしょうか？それにはみな価値があるでしょうか？それは敵を追い払うという主の御旨に役立っているでしょうか？その効力はいかなるものでしょう？敵はそれをどう思っているでしょう？あの恐ろしい戦いの意味は何でしょう？その戦いをくぐり抜けるとき初めて、啓示の務めが存在するようになります。まるで地獄が抵抗しているように思われます。そして、発言は沈静化させられます――悪魔が何かを恐れていないのだとすると、その意味は何でしょう？愛する人よ、神のすべての子らを悪魔が恐れるようにならなければなりません。彼ら自身のゆえにではなく、聖霊によって彼らの内にあるもののゆえにです。彼らの外面や、彼らが知的に同意しているもののゆえにではなく、彼らが知っているもののゆえにです。まさに聖霊の力が彼らの中にあるのです。


  もし三百人が器を持っていて、御力の卓越した偉大さという宝を持っているなら、その三百人は三万二千人に優ります。ギデオンの箇所に来ると敵の多さがとても強調されていることがわかりますが、これはものすごく印象的なことだと思います。聖霊は敵を対処するのに欲しいものを獲得される時、敵の多さを隠されません。ですから、聖霊は次のように書き記させました。「ミデアン人とアマレク人、そして東方の民の数はいなごのようだった」。


  聖霊はあなたを大勢の敵の中に導かれますが、それが何だというのでしょう？――御力の卓越した偉大さがこれらの三百人と共にあるのです。彼らは暗闇の中に出て行きました。勝利をもたらす戦略的道具として土の器と明かりを携えて出て行きました。なぜなら、剣は抜かれなかったことを思い出してください――剣による大破壊は、敵がすでに混乱に陥って敗北するまでなされませんでした。功を奏したのは明かりと、そして信仰の叫びでした。彼らはそれを内側に得ていたのです。さて、主はそれを私たちの内側に与えてくださいます。自分自身の霊を常に調べなければならないということではありません。自分の霊の感覚を常に受け入れなければならないということではありません。むしろ、主を知る確かな知識の中で行動しようではありませんか。大事なのは器ではなく、主です。大事なのは私たちの心の中におられるイエス・キリストの御顔にある、神の栄光を知る知識の光です。そして、これはキリストの栄光の福音です。彼が栄光の中におられること、それと共にそのすべての内容と意義が福音です。キリストの栄光の福音が私たちの心の中を照らします。これが力です。どうか主が、御名のために、これを私たちに対して言葉以上のものにしてくださいますように。


  



  注記


  



  「ただで受けたものはただで与えられるべきですから、私の著書に著作権をつけないでください」という著者の遺志により、本書は著作権フリーです。本書を配布する場合は、著者の遺志を尊重して、著作権をつけないでください。
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